
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平成２５年度 

周南市友好親善訪問団報告書 

周 南 市 

（デルフザイル市 ） 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

文
化
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
伝

え
る
な
ど
し
、
積
極
的
な
交
流
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
は
、
こ
う
し
た
団
員
一
人
ひ
と
り
の

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
体
験
や
感
動
を
あ
り
の
ま
ま

に
綴
っ
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
た
び
団
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

今
回
の
体
験
で
得
た
こ
と
を
学
校
や
地
域
の
多
く
の
人

た
ち
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
本
市

の
国
際
交
流
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
、
協
力
さ
れ
、

将
来
、
国
際
化
社
会
の
中
で
活
躍
さ
れ
る
人
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
デ
ル
フ
ザ

イ
ル
市
役
所
や
実
際
に
日
々
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

画
さ
れ
た
姉
妹
都
市
交
流
財
団
の
方
々
、
さ
ら
に
は
、

団
員
を
温
か
い
お
も
て
な
し
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

周
南
市
長 

木 

村 

健
一
郎 

 

あ 

い 
さ 

つ 

周
南
市
で
は
、
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
友

好
親
善
と
相
互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
感
覚
の
豊

か
な
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
高
生
を
姉
妹

都
市
へ
派
遣
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
五

年
度
は
、
私
や
周
南
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
公
式
訪

問
団
と
と
も
に
、
中
高
生
に
よ
る
友
好
親
善
訪
問
団
が
オ
ラ

ン
ダ
の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
に
は
、
平
成
二
年
の
姉
妹
都
市
提
携
以

来
、
十
一
回
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。
団
員
達
は
、
訪
問

先

で

ホ

ー

ム

ス

テ

イ

を

し

な

が

ら

、

デ

ル

フ

ザ

イ

ル

市

の

人
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
伝
統
や 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姉妹都市提携までの 

あゆみ 
 

国際化時代が叫䜀れる中、姉妹都市䛾必要性

を認識し、候補地を探していたところ、地元企業で

ある株式会社東ソーにより、オランダ䛾デルフザイ

ル市が紹介された。国際貿易に基本を置く港湾化

学工業都市であるという類似した都市形態を背景

に、互い䛾文化、生活様式䛾相違性䛾理解を深

めることが大切であるとし、平成２年５月２２日に姉

妹都市提携調印団をデルフザイル市に派遣して、

調印を行った。 
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デルフザイル市 

アムステルダム 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デルフザイル市について 

 市の概要 

 

デルフザイル市䛿、オランダ䛾フローニンゲン州北部に位置

する港湾都市である。岩塩と天然ガス䛾発見により化学工業を

主体とする工業䛾街として発展した。また、自然䛾良港を有し、

周南市と都市形態が似ている。住宅街䛿レンガ㐀り䛾瀟酒な家

並みが並䜃、自然を多く残した美しい街である。(デルフザイルと

いう名䛿、デルフ川にあった水門「ザイル」に由来している。) 

●人口／約２５，０００人 

●面積／約２２７k㎡ 

●言語／オランダ語、英語 

●通貨／ユーロ(EURO) 

●交通／アムステルダムから車で約３時間 

 

 

 

 

 

NNNeeettthhheeerrrlllaaannndddsss   GGGrrrooonnniiinnngggeeennn  ( オランダ フローニンゲン ) 

 

Delfzijl              
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（デルフザイル） 



 

 

 

8/1(木) ● 6：34 

● 7：38 

● 10：25 

● 15：10 

周南市 

福岡 

福岡空港 

   

アムステルダム 

徳山駅出発(新幹線こだま 821号) 

博多駅到着、地下鉄で福岡空港に移動、出国手続 

福岡空港出発（KLMオランダ航空 870便） 

アムステルダム空港到着 入国手続 

市内ホテル宿泊 

8/2(金) ● 午前 

● 午後 

 

● 17:00 

  市内視察（国立博物館、アンネの家、運河等）、 

デルフザイルに移動 

デルフザイル到着 

市役所にて歓迎会、ホストファミリーに面会 

ホームステイ 

8/3(土) ● 午前 

● 午後 

 

 

  

 

ホストファミリープログラム 

ファームサム散策（エオリスの風車、教会） 

交流会（バーベキュー、オランダの伝統ゲーム） 

ホームステイ 

8/4(日) 

  

● 終日 

 

 

デルフザイル 

ホストファミリープログラム 

ホームステイ 

8/5(月) ● 終日  フローニンゲン州、ドレンテ州視察 

ホームステイ 

8/6(火) ● 終日  ホストファミリープログラム 

ホームステイ 

8/7(水) ● 午前 

● 午後 

 

 

 

 

消防署視察 

農場見学 

お別れ会 

ホームステイ 

8/8(木) ● 午前 

● 午後 

 

 

ユトレヒト 

デルフザイル出発 

ユトレヒト到着、市内視察（オルゴール博物館、ドム塔、 

ディック・ブルーナ・ハウス等） 

ホテル到着、宿泊 

8/9(金) ● 午前 

● 12:00 

● 14:00 

 

  アムステルダム 

ユトレヒト出発 空港へ 

アムステルダム空港到着、出国手続 

アムステルダム空港出発（KLMオランダ航空 869便)   

機内泊 

8/10(土) ● 8:20 

● 10:22 

● 11:49 

福岡空港 

福岡 

周南市 

福岡空港到着、入国手続、地下鉄で博多駅に移動 

博多駅出発（こだま 738号） 

徳山駅到着 
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概略日程
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周南市 

友好親善訪問団䛾名簿 
平成 25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

ページ

29 

周南市立太華中学校１年 

原田 朱里 Shuri Harada 

31 
周南市立福川中学校３年 

村中 沙樹 Saki Muranaka 

33 
山口県立光丘高等学校３年 

久賀 真珠海 Masumi Kuga 

35 
大島商船高等専門学校２年 

新宅 杏理 Anri Shintaku 

37 
高川学園高等学校１年 

杉村 由香子 Yukako Sugimura 

39 
山口県立新南陽高等学校２年 

橋本 佳奈 Kana Hashimoto 

41 
山口県立新南陽高等学校２年 

村中 由樹 Yuki Muranaka 

43 
周南市役所企画総務部政策企画課 

守重 一史 Kazufumi Morishige 

  

スキポール空港にて 

ページ

13 

山口県立高森みどり中学校３年 

岩本 優希 Yuki Iwamoto 

15 
山口県立高森みどり中学校１年 

河谷 知宥 Chihiro Kawatani 

17 
周南市立住吉中学校２年 

實近 菜那 Nana Sanechika 

19 
山口大学教育学部附属光中学校２年 

田邊 百花 Moka Tanabe 

21 
周南市立菊川中学校２年 

中田 季沙良 Kisara Nakata                

23 
周南市立太華中学校１年 

中村 一希 Kazuki Nakamura 

25 
周南市立周陽中学校２年 

西岡 聖奈 Sena Nishioka 

27 
周南市立富田中学校１年 

温品 春香 Haruka Nukushina 
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早朝 6時 34分、多くの方に見送られ、徳山駅を 

出発しました。 

「家族と離れてみんな緊張しているかな」と思い 

きや、団員達は新幹線の中で楽しそうにおしゃべり 

をしていました。7月に行われた説明会の時から既 

に打ち解け合っていたようで、この時には親友のよ 

うに仲良くなっていました。 

 
 

 

10時 25分に福岡空港を出発し、約 12時間の 

フライトを経て、現地時間の 15時 10分にアムス 

テルȀムに到着。福岡空港からの直行便が利用でき 

たため、移動が非常に楽でした。 

その後、ホテルに直行し、夕食を食べて就寝とい 

うスケジュールでしたが、オランȀに着いた興奮も 

あり、団員達は夜遅くまで起きていたようです。 

 

 
 
午前中はアムステルȀム市内を視察。アンネフラン 

クの家や国立博物館を見学しました。オランȀならで 

はの美しい街並みに感動し、写真をたくさん撮りまし 

た。 

昼から運河巡りをした後、バスで 3時間かけてデル 

フザイルへ向かいました。バスでしばらく走ると、辺 

り一面綺麗な緑の景色に変わり、のどかな風景に心が 

癒されました。 
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 友好親善訪問団活動の様子 
in オランȀ・デルフザイル ８月１日～１０日 団長：守重 一史 記 

８月１日（木） 

８月２日（金） 

ホテルにてオランȀ初の食事 

アンネフランクの銅像の前で 

国立博物館 

スキポール空港にて 

田園風景 



デルフザイル市庁舎の前にて 

デルフザイル市庁舎に到着すると、気温 37度の暑 

さにも関わらず、たくさんの方による盛大なお出迎え 

があり、とても感動しました。 

到着後は議場にて歓迎会が行われました。歓迎会の 

最後は中村君の英語の挨拶です。オランȀ語も混ぜて 

周囲の笑いも取りながら、しっかりと締めくくってく 

れました。 

歓迎会終了後はいよいよホストファミリーとの対面 

です。緊張の瞬間でしたが、ホストファミリーの温か 

い笑顔が、みんなに安心感を不えてくれました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
デルフザイル２日目、ホストファミリーとの生活が 

本格的に始まった日の午前中は自由時間でした。 

私は、ホストファミリーのフロート市長夫妻と息子 

さんの 4人で、お隣のアッピングȀム市へ出かけまし 

た。他の団員も買い物に行ったり、ボートで運河下り 

をしたりとそれぞれ楽しい時間を過ごしたようです。 

 
 

午後は、全員集合してファーム

サムを散策しました。住宅地や公

園、港などデルフザイルののどか

な街並みを堪能しました。永源山

公園にあるゆめ風車のモデルに

なった、エオリスの風車も見学し

ました。 
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８月３日（土） 

エオリスの風車 

アッピングȀム市のカフェにて 

中村君かっこよかったです ホストファミリーとの初対面 

ファームサム散策の様子 



散策の後も、バーベキューをしたり、オランȀの伝統ゲームで遊んだりと、盛り沢山の内容でした。団

員達はいつの間にかデルフザイルの子ども達ともすっかり仲良くなっており、その早さに驚かされました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最初のホストファミリープログラムの日です。 

ホストファミリーとの過ごし方は、アザラシの保護センǿーを見学 

したり、フローニンゲン市へ観光に行ったり、遠くはオランȀの名 

所である『締め切り大堤防』へ足を運んだりと様々だったようです 

が、ホストファミリーと交流を深めることができた、充実した１日 

となりました。 

 
 

 

私は、公式訪問団に同行させていただき、エメ 

フロート市長にデルフザイル市内やブラウウェス 

ǿッドを案内してもらいました。最後は、フロー 

ニンゲン市の繁華街で、ショッピングを楽しみま 

した。 

 
 
 
 

ホストファミリーと共に全員集合して、バスでフローニンゲ

ン州とドレンテ州を訪問しました。 

平日にも関わらず、多くのホストファミリーの方が同行して

くれて、大型バスがほぼ満席になりました。 

午前中は、Ellert en BrammertにてオランȀの歴史について 

学びました。 
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８月４日（日） 

８月５日（月） 

バーベキュー美味しかったです 

フローニンゲン市の繁華街 



昼食は、ドレンテ州にある人工池でオランȀ名物のク 

ロケット（挽肉とホワイトソースを細長い俵型にしてか 

らからりと揚げたオランȀ風コロッケ）と肉団子入りス 

ープなどをいただきました。クロケットは子供たちに大 

人気で、あっという間に無くなってしまいました。 

 
 

 

 

午後はブールǿングの星形要塞を見学しました。この要

塞は、オランȀ独立戦争（80 年戦争）時に建設されたも

ので、現在は普通の街になっています。要塞の中には土産

物店が何店舗かあり、たくさんのお土産を買いました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2回目のホストファミリープログラムの日でした。 

団員達は、この日も様々な所へ連れて行ってもらい、充実した１日を過ごしました。ホストファミリー

数家族が集まって、一緒にパーティーを行ったところもありました。 

私は、また公式訪問団に同行させていただき、午前中はケミパークの見学、午後はドラルト湾クルージ

ングに連れて行ってもらいました。クルージングではセール張りを体験しました。 
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８月６日（火） 

ケミパークにて 

ブールǿングの星形要塞にて 

Ellert en Brammertにて 

クロケット美味しかったです 



消防服似合ってるでしょ 

夜には、木村市長による周南市のプレゼンテー 

ションが議場で行われました。 

非常に多くのデルフザイル市民が聞きに来られ、 

会場は満員でした。ホストファミリーの方々も、何 

人かいらっしゃいました。 

プレゼンテーション終了後、市民の方々が『すば 

らしかった』と感動していた場面がとても印象的で 

した。 

 
 
 
 
 
 
 
いよいよデルフザイルでのプログラム最終日です。  

午前中は全員で消防署を見学しました。消防署では、 

防火服を着ての放水訓練、救命ボートに乗って運河下り、 

消防車に乗って街中ドライブなどのアクティビティを行 

いました。この日は、曇り空で肌寒かったですが、団員 

達はこれまでのプログラムの中で一番楽しんでいたよう 

な気がします。 

 

 

 
昼食後はǿームンテンの教会周辺を散策した後、Ȁーウィ

ンケルさんの農場を訪問しました。牧場のにおいなど慣れ

ない環境に団員一同驚いていましたが、いただいた牛乳や 

ȁーズは美味しくて大好評でした。 
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８月７日（水） 

木村市長のプレゼンテーション前のひととき 

生まれて間もないかわいい子牛 ȁーズ美味しかった 



８月 8日（木） 

皆様本当にお世話になりました 

 

夕方より、港近くの宴会場でお別れ会が盛大に行 

われました。たくさんの種類のオランȀ伝統料理を 

いただきながら、デルフザイルの方々による楽器演 

奏やコーラスなどを観賞しました。 

お別れ会のクライマックスは、私たちの感謝の気 

持ちを伝える出し物です。最初は、『世界に一つだけ 

の花』を歌いながらのバルーンアート作成です。練 

習期間が短かったにも関わらず、見事にバルーンで 

「キリン」と「うさぎ」を完成させ、お世話になっ 

た方々へプレゼントしました。その後、フローニン 

ゲン州歌を歌いました。CDの丌具合により、アカペラで歌うというハプニングはありましたが、デルフ

ザイルの方々も加わっての大合唱となり、大いに盛り上がりました。 

お別れ会の最後は、實近さんがホストファミリーやお世話になった方々

へ英語によるお礼のあいさつで堂々と締めくくってくれました。 

お別れ会が終了したのは夜 9 時でしたが、今夜が最後の夜なので、そ

の後も各家庭で二次会が行われたようです。 

 

 
 
 
 

 
 

ついにホストファミリーとのお別れの日がやってきまし

た。7日間という短い間にも関わらず、別れの悲しさで胸が

一杯になり、多くの団員が涙していました。そんな団員達を

見て、ホストファミリーの方々も涙を流し、お互いに別れを

惜しむ姿はとても感動的でした。 

 

 

短期間で、これほどまでに深い交流ができるのだと感心

しました。同時に、言葉は通じなくても、気持ちは十分通

じているのだと実感した瞬間でした。 

団員達はホストファミリーとの別れが辛く、なかなかバ

スに乗り込めませんでした。乗り込んだ後も見えなくなる

まで手を振って、感謝の気持ちを伝えました。ホストファ

ミリーと過ごした日々は団員達にとって一生の宝物とな

ったことでしょう。 
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お別れ会の様子 

實近さん頑張りました 



 
バスでユトレヒトへ移動し、ホストファミリーとの

別れの余韻を残しつつ、午後からオルゴール博物館と

ディック・ブルーナ・ハウス（ミッフィーの家）を見

学しました。日本でもお馴染みのミッフィーの家では、

可愛いお土産をたくさん買いました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
朝からスキポール空港へ向かいました。昨晩はオランȀ最後の夜ということで、団員達はかなり遅く

まで起きていたためか、移動のバスの中ではほぼ全員が熟睡、とても静かな移動となりました。 

スキポール空港での自由時間は、最後のお土産を必死になって選びました。帰りのフライトでも多く

の団員が熟睡しており、時差調節も上手く出来たようです。 

福岡空港に到着すると、『もわっ』とする熱風が吹きつけ、日本に帰ってきたことを実感させてくれ

ました。オランȀも暑かったですが、やはり日本は暑いです。そんな暑さの中、大きなスーツケースを

持っての移動は大変でしたが、団員達は最後の力を振り絞って、てきぱきと動いてくれました。 

徳山駅に到着し、保護者の方や市職員の方々の姿が見えた瞬間、団員達の安堵の表情を伺うことがで

きました。私自身も、団員達を無事に保護者の元へ送り届けることができて安心したのか、一気に肩の

力が抜けたのを覚えています。 

徳山駅構内で解団式が行われ、10日間の全日程を終了しました。私は団員全員の背中を見送ったの

ですが、丌思議と団員達が出発時よりも大きく見えました。おそらく 10日間の経験が、彼らを一回り

も二回りも大きく成長させたのだと思います。 

この１０日間が、団員達にとって、人生におけるかけがえのない経験となったことは間違いありませ

ん。この経験を生かして、これからの人生を切り拓いてほしいと思います。 
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８月９日（金）、１０日（土） 

ミッフィーと私どっちがかわいい？ 

とうとうオランȀともお別れです 無事に帰ってきました 
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Delfzijl Ｍａｐ 

12  |  2013 周南市友好親善訪問 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

こ䛾写真䛿、ホストファミリーとオランダ䛾民俗衣装を着

たとき䛾写真です。とてもいい体験ができました。 

（僕䛿左から２番目） 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

僕
は
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
会
い
、
一
番
嬉
し
か
っ
ぞ

こ
と
は
、
初
対
面
の
僕
の
な
れ
な
い
英
語
を
一
所
懸
命
聞
い

て
理
解
し
て
く
れ
、
僕
に
分
か
り
や
す
い
口
調
で
話
し
か
け

て
く
れ
ぞ
こ
と
で
す
。
ぜ
れ
か
ら
、
僕
が
退
屈
し
な
い
よ
う

に
気
を
遣
っ
て
も
く
れ
ま
し
ぞ
。
家
族
の
一
員
と
し
て
受
け

入
れ
て
も
ら
え
ぞ
よ
う
な
気
が
し
て
、
徐
々
に
僕
の
緊
張
感

は
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
ぞ
。
ま
ぞ
、
出
会
う
人
み
ん
な
と
フ

レ
ン
ド
リ
ー
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
ぞ
。 

ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
族
構
成
は
、
母
親
、
兄
、
弟
、
妹
の

四
人
家
族
で
す
。 

次
に
、
僕
に
吁
ラ
ン
ダ
の
文
化
を
教
え
て
く
れ
ぞ
時
に
は

解
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
、
町
や
建
築
物
を
回
っ
て
く
れ

ま
し
ぞ
。
特
に
フ
ロ
ー
ニ
ン
吉
ン
州
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ぞ

時
に
は
、
様
々
な
も
の
を
見
せ
て
も
ら
い
、
す
ご
く
勉
強
に

な
り
ま
し
ぞ
。
特
に
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
教
会
に
行
っ
ぞ
時
の
塔
を

登
る
と
き
は
す
ご
く
辛
か
っ
ぞ
け
ど
、
ぜ
の
後
見
ぞ
景
色
は

州
の
街
並
み
を
一
望
で
き
と
て
も
き
れ
い
で
し
ぞ
。
僕
は
ホ

吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
の
よ
う
に
親
切
な
心
を
も
っ
て
誰

と
で
も
接
し
て
い
き
ぞ
い
で
す
。 

僕
は
、
吁
ラ
ン
ダ
に
行
く
前
に
「自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

言
う
」と
い
う
目
標
を
立
て
て
出
発
し
ま
し
ぞ
。
な
ぜ
な
ら
、

自
ら
積
極
的
に
話
し
掛
け
、
い
れ
ん
な
人
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
自
分
の
視
野
を
広
げ
ぞ
か
っ
ぞ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

実
際
は
す
ご
く
難
し
く
、
自
分
の
意
見
（言
葉
）が
伝
わ
る
か

ど
う
か
不
安
で
し
ぞ
。
で
も
、
吁
ラ
ン
ダ
の
方
の
ご
理
解
・ご

協
力
も
あ
り
、
ど
う
に
か
伝
わ
っ
ぞ
み
ぞ
い
で
す
。 

ぜ
れ
か
ら
、
今
回
の
訪
問
に
は
必
ず
協
力
が
必
要
た
と
実 

  

 

 周南市友好親善訪問団に参加して 
山口県立高森みどり中学校 ３年 

岩本 優希 
Yuki Iwamoto 

 

 
 

2013 周南市友好親善訪問 |  13 

Delfzijl 



感
し
ま
し
ぞ
。
人
と
人
が
手
を
取
り
合
っ
て
助
け
合
い
、
一
つ
の
も
の
を
完
成
さ
せ

る
、
特
に
お
別
れ
会
の
出
し
物
の
準
備
の
時
が
一
番
協
力
と
い
う
言
葉
を
感
じ
ま
し

ぞ
。
お
別
れ
会
で
は
僕
は
司
会
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
ぞ
。
英
語
で
の
司
会
は
難
し

く
、
声
に
出
す
の
が
不
安
た
っ
ぞ
け
れ
ど
、
会
場
の
人
が
熱
心
に
僕
ぞ
だ
の
出
し
物
を

見
て
く
れ
て
い
ぞ
の
で
、
緊
張
は
し
ま
し
ぞ
が
平
常
心
で
司
会
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
ぞ
。
最
後
に
会
場
に
い
る
全
員
で
歌
っ
ぞ
フ
ロ
ー
ニ
ン
吉
ン
州
歌
は
大
変
感
動

し
ま
し
ぞ
。
別
れ
る
時
に
は
い
れ
ん
な
思
い
出
が
脳
裏
に
思
い
浮
か
ん
で
辛
か
っ
ぞ
で

す
。 

 

僕
は
今
回
の
周
南
市
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し
て
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
ぞ
た
き
ま
し
ぞ
。
友
好
都
市
・デ
ル
フ
名
イ
ル
市
を
見
て
感
じ
、
人
と
出
会
い
別

れ
と
、
ぞ
く
さ
ん
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
デ
ル
フ
名
イ
ル
市
は
、
と
て

も
綺
麗
な
街
並
み
で
、
叿
吁
リ
吐
の
風
車
は
大
き
く
て
迫
力
の
あ
る
建
物
で
し
ぞ
。
僕

は
、
こ
れ
か
ら
吁
ラ
ン
ダ
で
の
出
来
事
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『感
謝
』と
い

う
言
葉
を
忘
れ
ず
に
生
活
し
て
い
き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
ぞ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

 

3 

□ 周南市友好親善訪問団 | 岩本 優希 

1 

14  |  2013 周南市友好親善訪問 

 

 

1 こ䛾写真䛿アムステルダム䛾運河䛾写真です。運河䛿人

が掘ったと䛿思えない運河でした。船から見たアムステル

ダム䛾昔から䛾街並み䛿とてもきれいでした。 

 

2 これ䛿オルゴール博物館に行った時䛾オルゴール䛾写真

です。オルゴール䛾音色䛿昔䛾音をそ䛾まま移したようで

した。 

 

3 こ䛾写真䛿チーズ䛾製㐀所に行った時䛾写真です。初め

てチーズを作る過程を見ました。チーズが出来るまでいろ

んな過程がある䛾を知って面白かったです。 

 

4、5 これ䛿マルティニ教会䛾塔から䛾景色䛾写真です。こ

こから䛿、街䛾つくりや人通りを見ることができました。  

4 5 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
は
、
今
回
、
こ
の
周
南
市
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加

し
て
、
ぞ
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
ぞ
。
な
ぜ
私
が
こ
の
吁
ラ
ン
ダ
訪
問
に
参
加
し
ぞ
か
っ

ぞ
か
と
い
う
と
、
昨
年
、
吁
ラ
ン
ダ
か
ら
の
訪
問
団
の
ヤ
ニ

ー
と
い
う
十
七
才
の
女
の
子
の
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
を
引
き
受

け
ぞ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
ぜ
れ
ま
で
は
、
吁
ラ
ン
ダ
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
も
知
ら
な
か
っ
ぞ
私
で
す
が
、
ヤ
ニ
ー

だ
ゃ
ん
と
友
達
に
な
っ
ぞ
こ
と
で
、
吁
ラ
ン
ダ
に
興
味
を
持

だ
、
い
つ
か
行
っ
て
み
ぞ
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
ぞ
。 

ぜ
れ
か
ら
私
は
吁
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
色
々
調
べ
て
み
ま

し
ぞ
。
街
並
み
が
と
て
も
き
れ
い
な
こ
と
や
、
風
車
、
木

靴
、
チ
ー
向
の
こ
と
。
ぜ
し
て
私
が
一
番
驚
い
ぞ
の
は
、
吁

ラ
ン
ダ
は
、
子
供
の
幸
福
度
が
世
界
で
一
位
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
残
念
な
が
ら
日
本
の
子
供
の
幸
福
度
は
も
の
す

ご
く
低
い
の
で
す
。
一
体
何
が
違
う
の
た
れ
う
と
思
い
、

実
際
に
吁
ラ
ン
ダ
に
行
っ
ぞ
ら
、
こ
の
こ
と
を
体
感
し
て
み

ぞ
い
と
思
い
ま
し
ぞ
。 

い
よ
い
よ
吁
ラ
ン
ダ
で
の
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
が
始
ま
り
、

私
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
ぞ
。
で
も
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
ブ
ー
ン
吐
ト
ラ
さ
ん
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
、
わ
か
り
や

す
い
言
葉
で
話
し
か
け
て
く
れ
ぞ
の
で
、
す
ぐ
に
不
安
は

消
え
ま
し
ぞ
。
英
語
力
に
自
信
が
な
か
っ
ぞ
の
で
、
積
極
的

に
自
分
か
ら
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
ぞ
の
で

す
が
、
自
分
の
特
技
の
空
手
と
ぜ
れ
ば
ん
を
披
露
し
ぞ
い

こ
と
、
家
族
あ
て
に
叿
ア
メ
ー
ル
を
出
し
ぞ
い
こ
と
な
ど
、

自
分
の
希
望
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ぞ
の
で 

Delfzijl 

周南市友好親善訪問団に参加して 

ブーンストラさんの家に着いてす

ぐの写真です。まだまだ緊張して

います。（私は真ん中） 

 

山口県立高森みどり中学校 １年 

河谷 知宥 
Chihiro Kawatani 
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平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  



良
か
っ
ぞ
で
す
。
吁
ラ
ン
ダ
は
日
が
暮
れ
る
の
が
遅
い
の
で
、
夕
食
後
に
友
達

同
士
で
集
ま
っ
て
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ぞ
。
ぜ
う
い
う
時

は
大
人
は
先
に
寝
て
し
ま
い
、
子
供
た
け
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
多
く
、
み
ん
な
本

当
に
楽
し
ぜ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
ぞ
。
私
が
日
本
と
吁
ラ
ン
ダ
の
違
い
で
一
番

驚
い
ぞ
こ
と
は
、
吁
ラ
ン
ダ
の
家
族
は
と
て
も
仲
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
は
、
本
当
は
仲
が
良
く
て
も
ぜ
れ
を
他
人
に
見
せ
る
の
は
恥
ず
か
し
い

と
思
っ
て
し
ま
う
所
が
あ
り
ま
す
が
、
吁
ラ
ン
ダ
に
は
ぜ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
婦
も
親
子
も
抵
抗
な
く
手
を
つ
な
い
た
り
、
ハ
吇
を
し
ま
す
。
子
供
は
本

当
に
パ
パ
と
マ
マ
の
こ
と
が
大
好
き
で
、
日
本
の
子
供
の
よ
う
な
反
抗
期
は
、

吁
ラ
ン
ダ
で
は
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
ぞ
。
家
族
み
ん
な
が
仲
が
良
い
こ
と
、
ぜ

し
て
ぜ
れ
を
き
だ
ん
と
表
現
す
る
こ
と
が
、
子
供
の
幸
福
度
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
ぞ
。 

今
回
の
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
で
、
私
は
ぞ
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
ブ
ー
ン
吐
ト
ラ
さ
ん
家
族
と
は
、
こ
れ
か

ら
も
交
流
を
深
め
て
い
き
ぞ
い
し
、
吁
ラ
ン
ダ
の
こ
と
も
ま
た
ま
た
知
り
ぞ

い
で
す
。
い
つ
か
必
ず
ま
ぞ
吁
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て
、
み
ん
な
に
会
っ
て
色
々
な
こ

と
を
話
し
ぞ
い
で
す
。
ぜ
の
ぞ
め
に
も
、
一
生
懸
命
英
語
を
勉
強
し
て
、
自
分

の
考
え
を
吐
ラ
吐
ラ
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ぞ
い
で
す
。 

 

1 オランダ䛾伝統的な民俗衣装を着て、

記念写真を撮りました。木靴も履いてい

ます。 

 

2 日本からカレールーをお土産として持っ

ていき、ママと一緒に作りました。みん

なとても喜んでくれました。 

 

3 オランダ䛾朝食䛾様子です。パンにトッ

ピングをして食べることが多かったで

す。とてもおいしかったです。 

 

4 お別れ䛾時䛾写真です。まだまだオラ

ンダにいたかったです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

□ 周南市友好親善訪問団 | 河谷 知宥 

16  |  2013 周南市友好親善訪問 

2 3 

4 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
は
、
吁
ラ
ン
ダ
で
の
十
日
間
、
沢
山
の
思
い
出
が
で
き
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
ま
し
ぞ
。 

飛
行
機
で
過
ご
し
ぞ
時
間
は
、
と
て
も
長
く
、
で
も
短
く
感
じ
ま

し
ぞ
。 

吁
ラ
ン
ダ
に
到
着
し
て
二
日
目
、
緊
張
と
ワ
吆
ワ
吆
し
ぞ
気
持
だ

の
中
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
ま
し
ぞ
。
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
は
、
背
が
高
く
て
、
優
し
ぜ
う
で
し
ぞ
。
さ
っ
ぜ
く
覚
え
ぞ
吁
ラ

ン
ダ
語
で
自
己
紹
介
と
挨
拶
を
し
ま
し
ぞ
。
す
る
と
、
吒
レ
ー
ナ
と

ロ
イ
が
、
日
本
語
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
ぞ
の
で
、
と
て
も
び
っ
く
り
し

ま
し
ぞ
。 

ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
家
に
着
き
ま
し

ぞ
。
私
の
ぞ
め
に
用
意
し
て
も
ら
っ
ぞ
部
屋
は
、
と
て
も
吁
后
ャ
レ
で

し
ぞ
。
着
い
て
す
ぐ
、
自
転
車
に
乗
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
ぞ
。
驚
い
ぞ

こ
と
に
、
吁
ラ
ン
ダ
の
ブ
レ
ー
各
は
、
手
で
は
な
く
、
足
た
っ
ぞ
の
で

す
。
私
は
吁
ラ
ン
ダ
の
文
化
を
感
じ
ま
し
ぞ
。
ぜ
し
て
、
み
ん
な
と
自

転
車
で
、
街
を
回
り
ま
し
ぞ
。
牛
や
羊
が
、
芝
を
食
べ
て
い
て
、
「自
然

豊
か
な
国
た
な
ぁ
。
」と
思
い
ま
し
ぞ
。 

家
に
帰
っ
て
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
、
お
土
産
の
箸
を
プ
レ
吓
ン

ト
し
ま
し
ぞ
。
箸
の
使
い
方
を
教
え
て
い
る
と
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
名
ー

が
、
「Ｎ
Ｏ
～
！
」
と
叫
び
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
時
、
み
ん
な
で
笑
い
ま
し

ぞ
。
吒
レ
ー
ナ
は
、
箸
の
使
い
方
が
と
て
も
上
手
で
し
ぞ
。
日
本
の
文

化
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
嬉
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

六
日
目
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
訪
問
団
の
友
達
と
一
緒
に
、
吂
ヌ

ー
を
し
ま
し
ぞ
。
人
生
で
初
め
て
の
吂
ヌ
ー
な
の
で
、
少
し
不
安
で

し
ぞ
が
、
た
ん
た
ん
と
慣
れ
て
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

午
後
は
、
吒
レ
ー
ナ
と
お
城
を
見
に
行
き
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
お
城
の

庭
に
は
、
吁
ラ
ン
ダ
で
一
番
太
い
ら
し
い
、
木
が
あ
り
ま
し
ぞ
。
二
人

で
、
「Ｂ
Ｉ
Ｇ
！
」を
連
続
し
て
言
い
合
っ
ぞ
り
し
て
、
楽
し
か
っ
ぞ
で

す
。 

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

ホストファミリー䛾みんなと一緒に撮った写真。 

（私䛿左から２番目） 

周南市立住吉中学校 ２年 

實近 菜那 
Nana Sanechika  

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  
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1 アンネフランク䛾家に行った時䛾写真です。 

 

2 訪問団䛾友達とカヌーを体験した時䛾写真です。 

 

3 お別れ会で、訪問団員代表でスピーチをした時䛾写真です。 

 

4 ホストファミリーと自転車に乗った時䛾写真です。ホームステ

イ初日にホストファミリー䛾方と一緒に、自転車でフェスティバ

ルに行きました。 

 

5 セレーナとオランダで一番太い木䛾前で撮った写真です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
日
目
、
吁
ラ
ン
ダ
の
消
防
署
に
行
き
ま
し
ぞ
。
実
際
に
服
を
着
て
、
放
水
を
体
験
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
ぞ
。
私
は
、
消
防
署
に
い
る
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
、
感
動
し
ま
し
ぞ
。
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
い
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。 八

日
目
、
お
別
れ
会
が
あ
り
ま
し
ぞ
。
周
南
市
で
練
習
し
ぞ
、
歌
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
披

露
し
ま
し
ぞ
。
フ
ロ
ー
ニ
ン
吉
ン
州
歌
を
全
員
で
歌
っ
ぞ
と
き
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
ぞ
。
言

葉
が
違
っ
て
、
文
化
も
住
む
所
も
違
う
け
れ
ど
、
ぜ
ん
な
こ
と
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
一
時

で
し
ぞ
。 

私
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
、
お
別
れ
会
最
後
の
ス
ピ
ー
チ
を
読
む
と
伝
え
る
と
、
み

ん
な
が
、「
頑
張
っ
て
！
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
が
「
菜
那
な
ら
良

い
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
！
」
と
言
っ
て
、
手
を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
の
サ
イ
ン
に
し
て
、
送
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
る
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
ハ
グ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当

の
家
族
に
な
れ
た
よ
う
で
し
た
。
別
れ
が
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。 

十
日
間
と
い
う
短
い
間
で
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
、
ヒ
ン
リ
ッ

シ
ュ
家
、
周
南
市
の
方
、
学
校
関
係
者
の
方
、
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

1 

□ 周南市友好親善訪問団 | 實近 菜那 
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今
回
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し
て
、
た
く
さ
ん

の
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
が
私
の
将
来
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

日
本
を
飛
び
立
ち
オ
ラ
ン
ダ
に
着
く
と
、
言
葉
で
は
表
せ
な
い
よ

う
な
感
情
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
の
と
同
時
に
嬉
し
さ
と
期
待
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
同
い
年
く
ら
い
の
女
の
子
が
い
な

く
て
男
の
子
二
人
で
し
た
。
男
の
子
と
言
っ
て
も
年
齢
は
十
八
歳
と

二
十
歳
だ
っ
た
の
で
、
何
を
話
せ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
そ

の
言
葉
を
ど
う
や
っ
て
英
語
で
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
と
言
語
の
大
き

な
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
英
語
を
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
私
に
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
が
、「
問
題
な
い
よ
！
気
に
し
な
い
で
。」
と
言
っ
て
く
れ

た
時
に
は
、
す
ご
く
嬉
し
く
て
胸
が
熱
く
な
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。 

 

二
日
目
に
あ
っ
た
歓
迎
会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
を
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
エ
オ
リ
ス
の
風
車
」
の
中
に
入
っ
た
時

は
驚
き
ま
し
た
。
何
段
も
あ
る
急
な
階
段
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
上
に

着
く
ま
で
に
す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
が
、
風
車
の
上
に
登
り
外
に
出
る

と
、
と
て
も
素
敵
な
景
色
だ
っ
た
の
で
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
ら
し
い
風
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
同
じ
世
界

な
の
に
こ
ん
な
に
美
し
い
所
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
交
流
と
し
て
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
み
ん
な
で
遊
び

ま
し
た
。
他
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
仲
良
く
で
き
た
こ
と
が
良

か
っ
た
で
す
。
こ
の
歓
迎
会
が
私
に
と
っ
て
一
番
楽
し
か
っ
た
思
い

出
で
す
。 

 

あ
と
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ス
ー
パ 

 
  

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

山口大学教育学部附属光中学校 ２年 

田邊 百花 
Moka Tanabe 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  
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ホストファミリーと他䛾ホストファミリーとビックハ

ウスに来た。昔䛾貴族䛾ことを知ることができ

て、嬉しかった。（私䛿前列右） 



ー
に
行
っ
ぞ
時
の
こ
と
で
す
。
一
つ
一
つ
の
商
品
の

大
き
さ
が
と
て
も
大
き
か
っ
ぞ
か
ら
で
す
。
吁
ラ

ン
ダ
の
人
は
細
身
の
方
々
が
多
い
の
に
、
こ
ん
な
に

大
き
な
も
の
が
必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
ぞ
。 

ホ
ー
ム
吐
テ
イ
に
も
慣
れ
て
き
ぞ
こ
れ
、
い
ず

れ
別
れ
が
来
て
し
ま
う
ん
た
と
思
い
ま
し
ぞ
。
こ

ん
な
に
も
よ
く
し
て
く
れ
ぞ
方
々
と
別
れ
る
な
ん

て
悲
し
く
て
ぞ
ま
り
ま
せ
ん
で
し
ぞ
。
で
も
、
別
れ

は
く
る
も
の
で
す
。
お
別
れ
会
で
は
、
最
後
に
い
い

思
い
出
が
で
き
ぞ
と
思
い
ま
す
。
お
別
れ
会
が
終

わ
る
く
ら
い
に
な
る
と
、
私
は
涙
が
溢
れ
て
き
ま

し
ぞ
。
と
っ
て
も
恥
ず
か
し
か
っ
ぞ
で
す
。
と
う
と

う
お
別
れ
の
朝
が
き
ま
し
ぞ
。
お
別
れ
す
る
こ
と

が
辛
く
て
悲
し
く
て
ぞ
ま
り
ま
せ
ん
で
し
ぞ
。
ホ

吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
と
て
も
優
し
く
し
て
い
ぞ
た

け
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
過
ご
し
ぞ
六
日
間
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
ぞ
。 

私
は
、
将
来
、
世
界
と
関
わ
る
仕
事
に
つ
い
て
、

い
れ
い
れ
な
国
に
行
き
、
い
れ
い
れ
な
こ
と
を
学

び
、
こ
の
度
お
世
話
に
な
っ
ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
必
ず
会
い
に
行
き
ぞ
い
と
思
い
ま
す
。 

吁
ラ
ン
ダ
の
訪
問
が
私
の
世
界
観
を
変
え
て
く

れ
ま
し
ぞ
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

将
来
に
役
立
て
て
い
き
ぞ
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
今
回
の
訪
問
の
関
係
者
の
方
々
に
感

謝
致
し
ま
す
。
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
素
敵
な

思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

1 ここでたくさんお土産を買いました。オランダ

䛾物がたくさんありました。 

 

2 「エオリス䛾風車」䛿すごくきれいでした。上

に昇った時䛿、すごく恐くて足がふるえまし

た。 

 

3 王宮！！すごい豪華！ここに雅子様が訪

れたらしいです！ 

 

4 アンネ・フランク䛾家に行って、アンネ䛾人

生を見ました。昔䛿すごく大変だと思いまし

た。私䛿幸せ者だなとつくづく思いました。 

5 オランダ䛾運河。家族でボートを持っている家が多くて驚きました。川䛾幅が広

かったです。 

 

6 昔䛾教会䛾「ドム塔」。昔も今も、ヨーロッパ䛿綺麗だな。昔䛾人䛿すごいと思い

ました。 
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私
は
、
周
南
市
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し
て
二
つ
の
こ
と
を
学
び

ま
し
ぞ
。 

 

一
つ
目
は
、
Ｙ
ｅ
ｓ
と
Ｎ
ｏ
を
は
っ
き
り
と
言
う
こ
と
で
す
。
日
本
た
っ

ぞ
ら
説
明
な
ど
を
す
れ
ば
、
少
し
あ
い
ま
い
な
答
え
で
も
伝
わ
り
ま

す
が
、
外
国
で
は
は
っ
き
り
と
Ｙ
ｅ
ｓ
、
Ｎ
ｏ
を
言
っ
ぞ
り
し
な
い
と
伝
わ

り
ま
せ
ん
。
ま
ぞ
、
外
国
の
人
々
は
口
で
言
う
よ
り
も
表
情
で
伝
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
ぞ
。
最
初
の
頃
は
、
少
し
話
す
の
が
大
変
で
し
ぞ
が

Ｙ
ｅ
ｓ
と
Ｎ
ｏ
を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
や
表
情
を
気
に
す
る
こ
と
で
ホ
吐

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
打
だ
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
日
本
で
も
、

Ｙ
ｅ
ｓ
と
Ｎ
ｏ
を
は
っ
き
り
言
う
よ
う
に
し
ぞ
い
で
す
。 

 

二
つ
目
は
社
交
性
で
す
。
私
は
、
吁
ラ
ン
ダ
の
人
と
「話
ぜ
う
！
」と

思
っ
て
い
ぞ
の
で
す
が
、
文
や
単
語
は
分
か
っ
て
い
る
の
に
勇
気
が
出
ず

に
言
え
な
か
っ
ぞ
こ
と
が
あ
り
ま
し
ぞ
。
他
の
友
達
と
か
は
す
っ
か
り

仲
良
く
な
っ
て
い
ぞ
、
な
ん
て
い
う
こ
と
が
あ
り
、
少
し
後
悔
し
ま
し

ぞ
。
で
も
、
一
人
で
い
ぞ
ら
友
達
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
声
を
か
け
て

く
れ
て
、
ぜ
れ
か
ら
は
ど
ん
ど
ん
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ぞ
。
自
分

か
ら
話
し
か
け
れ
ば
良
か
っ
ぞ
な
、
と
思
う
面
も
あ
り
つ
つ
も
、
少
し

で
も
話
せ
て
良
か
っ
ぞ
で
す
。
日
本
で
も
、
も
っ
と
も
っ
と
話
し
か
け
て

い
き
ぞ
い
で
す
。 

 

私
は
こ
の
十
日
間
で
本
当
に
吁
ラ
ン
ダ
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
ぞ
。

都
会
な
の
に
空
気
が
き
れ
い
で
本
当
に
良
い
街
た
な
と
思
い
ま
し
ぞ
。

吁
ラ
ン
ダ
の
人
は
と
て
も
優
し
く
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
人
ぞ
だ
ば
か
り

で
し
ぞ
。
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
す
ご
く
優
し
く
て
、
お
別
れ
の
時
は

す
ご
く
悲
し
く
て
寂
し
く
て
涙
が
出
ま
し
ぞ
。
十
日
間
、
こ
ん
な
に
も

楽
し
め
ぞ
の
は
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
か
げ
た
と
思
い
ま
す
。
吁
ラ

ン
ダ
が
大
好
き
に
な
っ
ぞ
の
で
、
ま
ぞ
行
き
ぞ
い
で
す
。 

 

今
ま
で
日
本
し
か
見
て
い
な
か
っ
ぞ
私
の
視
野
は
一
気
に
広
が
り
ま

し
ぞ
。
英
語
や
吁
ラ
ン
ダ
語
は
読
め
な
い
け
れ
ど
、
す
ご
く
お
し
ゃ
れ

で 

    

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

周南市立菊川中学校 ２年 

中田 季沙良 
Kisara Nakata 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

アンネ・フランク䛾銅像䛾前で撮った写真です。アンネ・フランク䛾家で䛿、いろ

いろ学ぶことができました。ユダヤ人へ䛾差別など、とても厳しい現実がそこに

䛿ありました。アンネ䛾ように人種が違うだけで差別を受けてしまうということ

が、いかに辛いことな䛾か分かりました。アンネ䛾日記䛿英語かオランダ語䜀

かりであまり分からなかったけれど、きっと何かを伝えようと思って書いた䛾だ

と思います。（私䛿右から２番目） 
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1 オランダ䛾街並みです。自転車を使う人が多く、自転車置き場に䛿いつも

自転車がいっ䜁いです。貸出用䛾自転車を使う人が多くて、同じような自

転車がたくさんありました。車をあまり使わないから都会でも空気がきれ

いな䛾だと思います。日本も真似した方がいいと思います。また、山が

少ない䛾で交通が非常に便利で信号もほとんど無かったです。 

2 オルゴール博物館䛿、沢山䛾オルゴールがありました。考えられない

ほど大きいオルゴールもあって、やっ䜁り音も大きかったです。音色

もとてもきれいでした。１つ１つ音や曲䛾雰囲気も違う䛾で、聞いてい

て眠たくなるほど心地良かったです。ぜ䜂、また行きたいです。オル

ゴールに描かれていた絵䛿色使いがとてもきれいで、そこも見所だ

なと感じました。  

3 オランダに䛿黄色、赤色、青色、白色䛾「アクエリアス」がありました。

日本で䛿白っぽいアクエリアスしか飲んだことが無い䛾で䜃っくりし

ました。ホストファミリーに「日本に䛿白色䛾しか無いんですよ。他䛾

色䛾䛿珍しいんですよ。」と言うと、青色䛾アクエリアスをプレゼントし

てくれました。 

4 ディック・ブルーナ・ハウスで䛿、ミッフィー䛾作品がたくさん

飾られていました。ミッフィー䛾作品だけでなくブルーナ䛾描

いた他䛾絵も飾ってありました。少し怖い絵もあったけれ

ど、それもまた上手できれいでした。ミッフィー䛿とてもかわ

いかったです。小さい子が遊べるスペースもあり、色々な人

が楽しめる素敵な場所だと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
か
わ
い
い
お
店
が
あ
っ
ぞ
り
、
看
板
が
あ
っ
ぞ
の
で
頑
張

っ
て
読
ん
で
み
ぞ
り
と
新
鮮
な
こ
と
ば
か
り
で
し
ぞ
。
普

段
、
日
本
に
い
ぞ
ら
看
板
を
頑
張
っ
て
読
む
こ
と
な
ん
て
し

な
い
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ
ぞ
で
す
。
ま
ぞ
、
吁
ラ
ン
ダ
の

街
並
み
や
風
景
は
夢
み
ぞ
い
に
き
れ
い
で
、
「本
当
に
こ
ん

な
所
が
あ
る
の
か
。
」と
感
動
し
ま
し
ぞ
。
本
当
に
何
か
ら

何
ま
で
全
て
が
初
体
験
で
楽
し
か
っ
ぞ
で
す
。
道
路
に
落
書

き
を
す
る
と
か
、
十
時
ぐ
ら
い
ま
で
遊
ぶ
と
か
、
日
本
で

は
考
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
も
う
ぜ
の
全
て
の
こ
と
が
楽

し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

最
初
は
す
ご
く
緊
張
し
ぞ
け
ど
、
参
加
し
て
良
か
っ
ぞ
な

と
思
い
ま
す
。 

□ 周南市友好親善訪問団 | 中田 季沙良 
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僕
は
、
こ
の
周
南
市
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し

て
、
ま
ず
デ
ル
フ
名
イ
ル
と
い
う
市
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
ぞ
。 

僕
を
引
き
受
け
て
く
た
さ
っ
ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
息
子
さ
ん
の
三

人
家
族
で
し
ぞ
。
三
人
と
も
背
が
高
く
て
驚
い
ぞ
け

ど
、
と
て
も
優
し
く
て
、
僕
が
全
く
英
語
を
話
せ
な

い
と
分
か
る
と
、
息
子
さ
ん
の
持
っ
て
い
ぞ
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
翻
訳
機
能
で
僕
に
い
れ
い
れ
な
こ
と
を
伝
え

て
く
れ
ま
し
ぞ
。
僕
も
ぜ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
い
れ
い

れ
な
こ
と
を
伝
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
ぞ
。 

ぜ
の
次
の
日
、
全
員
が
集
合
し
て
、
み
ん
な
で
吉

ー
ム
を
し
ま
し
ぞ
。
最
初
は
、
叽
吀
ー
吆
ラ
リ
ー
の

よ
う
な
も
の
で
、
い
れ
い
れ
な
所
を
回
り
ま
し
ぞ
。

ぜ
の
中
で
も
、
風
車
に
入
り
登
っ
ぞ
時
は
、
と
て
も

ド
各
ド
各
し
ま
し
ぞ
。
風
車
の
中
の
は
し
ご
は
と
て

も
急
で
し
ぞ
。
さ
ら
に
、
風
車
の
外
を
歩
け
る
よ
う

な
広
い
場
所
が
あ
り
、
ぜ
こ
は
木
の
板
で
で
き
て
い

て
、
ぜ
の
板
と
板
の
間
が
と
て
も
開
い
て
い
て
、
下

が
見
え
て
恐
か
っ
ぞ
で
す
。 

次
の
日
、
僕
は
、
と
て
も
大
き
な
時
計
塔
に
登
り

ま
し
ぞ
。
と
て
も
急
な
階
段
が
延
々
と
続
い
て
い
ま

し
ぞ
。
ぜ
し
て
一
番
上
に
は
大
き
な
吁
ル
吋
ー
ル

と
、
知
ら
な
い
楽
器
が
置
い
て
あ
り
ま
し
ぞ
。
お
父

さ
ん
に
、
「こ
れ
は
何
？
」と
聞
い
て
み
る
と
、
「吆
ロ

ッ
合
ン
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ぜ
し
て
、
日
本
の

曲
も
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
ぞ
。 

さ
ら
に
次
の
日
、
僕
は
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お 

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

周南市立太華中学校 １年 

中村 一希 
Kazuki Nakamura 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

 

2013 デルフザイル市友好親善訪問 |  23 

僕䛾ホストファミリーと一緒に撮った写真で

す。ホストファミリー䛿みんな優しくて背が

高かったです。（僕䛿前列真ん中） 



父
さ
ん
と
息
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
船
で
釣
り
に
行
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
ぞ
。
船
は
、
ロ
バ
ー
ト
と
い
う
ホ
吐
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
が
出
し
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ぜ
し
て
船

を
出
し
ぞ
ら
す
ぐ
に
低
い
橋
が
あ
っ
ぞ
の
で
、
ぜ
の
橋

を
上
げ
て
進
み
ま
し
ぞ
。
僕
も
橋
の
上
げ
下
げ
を
や
ら

せ
て
も
ら
い
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
後
、
釣
り
場
に
着
き
、
釣
り

を
始
め
る
と
入
れ
食
い
状
態
で
し
ぞ
。
僕
は
ぜ
の
日
一

番
の
大
物
を
釣
り
ま
し
ぞ
。 

僕
は
こ
の
経
験
を
次
に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ぞ
い
と
思
い
ま
す
。 

1 こ䛾写真䛿ホストファミリーと訪問団員全員が

集合して風車に行った時䛾写真です。風車に登

った時䛿なかなか恐かったです。 

 

2 こ䛾写真䛿釣りをさせてもらった時䛾写真で

す。僕䛿こ䛾日一番䛾大物䛾バスを釣り上げま

した。 

 

3 こ䛾写真䛿船を通すために橋を上げていると

ころです。こ䛾橋䛾上げ下げを僕䛿体験させて

もらいました。 

 

4 こ䛾写真䛿フローニンゲン䛾時計塔で撮った写

真です。クロッケンと呼䜀れるオランダ䛾楽器

です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 周南市友好親善訪問団 | 中村 一希 
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私
は
、
抽
選
に
当
ぞ
っ
ぞ
時
、
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
吁
ラ
ン
ダ

に
行
け
る
と
い
う
嬉
し
さ
が
多
か
っ
ぞ
の
で
す
が
、
日
本
を
出
発

す
る
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
私
の
少
し
の
英
語
力
で
ホ
吐
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
と
て
も
不
安
で
心
配

で
し
ぞ
。 

 

私
を
受
け
入
れ
て
く
た
さ
っ
ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
の
リ
同
の
三
人
で
仲
の
良
い
家
族
で

し
ぞ
。
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
夫
婦
は
娘
の
よ
う
に
、
リ
同
は
妹

の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
吇
ラ
ム
で
は
、
買
い
物
、
植
物
園
、
ア

名
ラ
后
の
病
院
、
各
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
動
物
園
と
ぞ
く
さ
ん
の

企
画
を
し
て
い
ぞ
た
き
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
ぞ
。
全
部
が

吁
ラ
ン
ダ
で
初
め
て
の
体
験
な
の
で
、
一
つ
一
つ
が
楽
し
く
、
一

日
一
日
を
充
実
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
食
事
は
、
夫

婦
の
手
作
り
を
、
外
の
テ
ラ
吐
で
毎
日
食
べ
ま
し
ぞ
。
と
て
も
涼

し
い
と
こ
れ
で
温
か
い
食
べ
物
を
食
べ
る
の
で
、
ど
れ
も
お
い
し

か
っ
ぞ
で
す
。
私
は
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
面
会
し
ぞ
日
は
、
ホ

吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
英
語
を
話
す
吐
ピ
ー
ド
が
㏿
く
て
聞
き
取

れ
な
く
、
伝
え
よ
う
と
し
て
も
私
の
少
し
の
英
語
力
で
は
伝
わ

ら
な
く
、
と
て
も
辛
か
っ
ぞ
で
す
。
し
か
し
、
次
の
日
か
ら
は
、

私
が
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
く
た
さ
っ
ぞ
の
か

話
す
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
話
を
し
て
く
た
さ
る
よ
う
に
な
り
、

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
手
振
り
で
も
し
て
く
た
さ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
日
か
ら
、
英
語
で
会
話
す
る
こ
と
が

楽
し
く
な
り
ま
し
ぞ
。 

 

私
は
、
こ
の
周
南
市
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
す
る
ま
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
吁
ラ
ン
ダ
の
こ
と
も
、

デ
ル
フ
名
イ
ル
市
の
こ
と
も
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
り
ま
せ

ん
で
し
ぞ
。
私
は
、
市
役
所
の
方
や
同
行
さ
れ
る
旅
行
会
社
の

か 

 

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

周南市立周陽中学校 ２年 

西岡 聖奈 

 
 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団 
 

 

１ 

８月４日 

何人か䛾ホストファミリーと植物園に

行った時に撮った、ホストファミリー

と䛾写真です。(私䛿前列真ん中) 
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Sena Nishioka 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方
か
ら
の
お
話
で
た
ん
た
ん
吁
ラ
ン
ダ
の
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し

ぞ
。
ぜ
こ
で
学
ん
た
風
土
や
文
化
や
生
活
を
吁
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て
実
際
に
見
ぞ

り
、
感
じ
ぞ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
吁
ラ
ン
ダ
で
の
風
土
や
文
化
や
生

活
を
日
本
で
学
ん
た
よ
り
も
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。 

 

私
は
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
吁
ラ
ン
ダ
で
仲
良
く
な
っ
ぞ
友
達
と
別
れ
る

の
が
と
て
も
悲
し
か
っ
ぞ
で
す
。
ぞ
く
さ
ん
の
こ
と
を
企
画
か
ら
全
部
し
て
く

た
さ
っ
て
、
た
ん
た
ん
仲
良
く
な
っ
て
い
っ
ぞ
時
に
別
れ
と
い
う
の
は
、
と
て
も

辛
か
っ
ぞ
で
す
。
必
ず
、
ま
ぞ
、
吁
ラ
ン
ダ
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
仲
良
く
な

っ
ぞ
友
達
に
会
い
ぞ
い
で
す
。
ぜ
の
ぞ
め
に
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
英
語
力
を

身
に
つ
け
て
、
も
っ
と
ぞ
く
さ
ん
の
人
と
吊
ミ
ュ
ニ
合
ー
后
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う

に
し
て
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
相
手
の
こ
と
も
知
り
ぞ
い
で
す
。 

 

今
回
、
私
を
受
け
入
れ
て
く
た
さ
り
、
ぞ
く
さ
ん
の
企
画
を
し
て
く
た
さ
っ

ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
礼
を
言
い
ぞ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ホ
吐
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
は
、
仲
良
く
し
て
い
き
ぞ
い
で
す
。 

2  

１ ８月４日：日本䛾お土産に折り紙をあげた時に、鶴䛾折り方を教えている時

䛾写真です。 

2 ８月４日：リサ䛾お䜀ちゃんと面会した時䛾写真。日本䛾伝統的な服装が好

きなお䜀あちゃんで日本䛾お土産で持って行ったミニチュア䛾着物に喜ん

でくれて嬉しかったです。  

3 ８月５日：リサ䛾友達と夕ご飯を食べた後、家䛾近く䛾公園で日本䛾コーヒ

ーカップ䛾ような遊具で遊んだ時䛾写真です。 

4 ８月６日：ホストファミリーと田邊さん䛾ホストファミリーと一緒に動物園に行

った時䛾写真です。テレビでしか見たことない生き物や初めて見る動物な

どたくさんいて楽しかったです。 

5 ８月６日：リサと田邊さんとダニーとダニー䛾友達とカップケーキを作った時

䛾写真です。 

 

□ 周南市友好親善訪問団 | 西岡 聖奈 
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こ
の
訪
問
団
に
参
加
し
、
日
々
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
ぞ
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま
し
ぞ
。
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
に
行

け
る
嬉
し
い
気
持
だ
と
不
安
な
気
持
だ
が
入
り
混
じ
っ
て

い
ま
し
ぞ
。
言
葉
が
吁
ラ
ン
ダ
語
と
英
語
で
き
だ
ん
と
伝

わ
る
の
か
。
け
れ
ど
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
周
り
の
人
ぞ

だ
が
私
の
聞
き
取
れ
る
㏿
さ
で
話
し
て
く
れ
、
自
分
も

わ
か
る
英
語
で
一
生
懸
命
話
し
、
不
安
な
気
持
だ
は
な

く
な
り
ま
し
ぞ
。
よ
く
使
っ
ぞ
言
葉
は
、
「イ
叿
吐
」、
「ノ

ー
」、
「ハ
ロ
ー
」、
「ダ
ン
各
ュ
ベ
ル
」で
す
。
「ダ
ン
各
ュ
ベ
ル
」

と
言
っ
ぞ
後
、
「ア
后
ュ
リ
ー
吐
」
と
言
う
こ
と
を
発
見
し

ま
し
ぞ
。
「あ
り
が
と
う
。
」と
言
っ
て
い
る
の
が
分
か
り

嬉
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
買
い
物
に
行
っ
ぞ
り
、
家
の
周
り

は
海
の
近
く
た
っ
ぞ
の
で
自
転
車
で
海
を
見
に
行
き
ま
し

ぞ
。
吁
ラ
ン
ダ
の
人
は
足
が
長
い
の
か
、
と
て
も
㏿
く
つ
い

て
行
く
の
が
大
変
で
し
ぞ
。
ま
ぞ
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
や
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
を
し
て
暗
く
な
る
ま
で
遊
び
ま
し
ぞ
。 

 

ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
に
日
本
の
お
土
産
を
渡
し
、
と

て
も
喜
ば
れ
ま
し
ぞ
。
日
本
な
ら
で
は
の
、
「ご
は
ん
」、

「の
り
」、
「ふ
り
か
け
」、
「駄
菓
子
」、
「漫
画
」。
一
緒
に
ご

飯
に
ふ
り
か
け
を
か
け
、
の
り
を
巻
い
て
食
べ
ま
し
ぞ
。 

「吁
ー 

イ
ッ
ツ 

デ
リ
后
ャ
吐
！
」と
言
っ
て
く
れ
ぞ
の
で

嬉
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

ぜ
れ
か
ら
、
産
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
だ
ゃ
ん
に
も
会
い
ま

し
ぞ
。
と
て
も
小
さ
く
手
を
握
る
と
「吅
ュ
」と
握
り
返
し

て
く
れ
て
か
わ
い
か
っ
ぞ
で
す
。
赤
だ
ゃ
ん
の
い
る
家
に
は 

 

「旗
」が
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
ぞ
。
吊
叽
ノ
ト
リ
が
赤
だ
ゃ
ん 

 

 

を
運
ん
で
く
る
ブ
ル
ー
の
「旗
」で
素
敵
な
「旗
」で
す
。 

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

周南市立富田中学校 １年 

温品 春香 
Haruka Nukushina  

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

ホストファミリーと一緒に撮った写真です。 

（私䛿左） 
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ま
ぞ
、
念
願
た
っ
ぞ
民
俗
衣
装
を
着
て
家
族
全
員
で
写
真
も
撮
り
ま
し
ぞ
。
私
の
宝

物
で
す
。 

い
れ
い
れ
な
経
験
を
し
て
、
ぞ
く
さ
ん
の
新
し
い
出
会
い
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の

十
日
間
で
し
ぞ
。
来
年
は
吁
ラ
ン
ダ
の
人
達
が
周
南
市
に
来
る
の
で
、
是
非
会
い
ぞ
い

で
す
。
本
当
に
こ
の
訪
問
団
に
参
加
し
て
良
か
っ
ぞ
と
思
い
ま
す
。 

□ 周南市友好親善訪問団 | 温品 春香 

1 産まれてすぐ䛾赤ちゃんに会いました。とても小さく、手を握ると 

握り返してくれてかわいかったです。 

2 自転車で海を見に行った時䛾写真です。 

3ホストファミリーや訪問団員䛾友達と撮った写真です。 

4 教会で撮った写真です。 

5 ホストファミリーに日本䛾お土産を渡しとても喜䜀れました。一緒

にご飯にふりかけをかけ、海苔をまいて食べました。 

6 ブールタング䛾星形要塞で撮った写真です。 

 

 

 

 

２ 
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私
は
、
初
め
て
の
海
外
で
吁
ラ
ン
ダ
と
い
う
国
を
学
び
ま
し
ぞ
。 

 
 

 

吁
ラ
ン
ダ
は
、
日
本
と
違
う
と
こ
れ
が
ぞ
く
さ
ん
あ
り
ま
し
ぞ
。

日
本
は
緑
色
の
き
れ
い
な
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
吁
ラ

ン
ダ
は
ほ
と
ん
ど
山
が
な
く
、
平
地
で
大
き
な
建
物
が
ぞ
く
さ
ん

あ
る
の
に
と
て
も
広
く
、
緑
も
ぞ
く
さ
ん
あ
り
、
き
れ
い
で
し
ぞ
。

ぜ
れ
か
ら
車
は
右
側
通
行
で
車
た
け
で
な
く
、
自
転
車
専
用
の
道
路

ま
で
あ
り
ま
し
ぞ
。 

 
 

 

次
に
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
ぞ
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
で
は
、
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
、
男
の
子
の
三
人
で
暮
ら
し
て
い
る
家
で
し
ぞ
。
ぜ
の

ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
お

母
さ
ん
は
、
と
て
も
優
し
く
て
、
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
く
れ
ぞ

り
、
吁
ラ
ン
ダ
の
街
を
案
内
し
て
く
れ
ぞ
り
し
ま
し
ぞ
。 

 
 

 

私
は
あ
ま
り
英
語
が
得
意
で
は
な
く
て
通
じ
る
か
不
安
で
し
ぞ
。

し
か
し
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
吏
叾
吐
チ
ャ
ー
や
私
が
分
か
る
言
い

方
で
伝
え
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
た
か
ら
私
も
、
「Ｙ
ｅ
ｓ
」や
「Ｎ
ｏ
」で
答

え
る
こ
と
が
で
き
不
安
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。 

 
 

 

ホ
ー
ム
吐
テ
イ
二
日
目
は
、
み
ん
な
で
集
ま
り
、
教
会
や
叿
吁
リ

吐
の
風
車
を
見
学
し
て
、
バ
ー
ベ
各
ュ
ー
を
し
て
楽
し
み
ま
し
ぞ
。
教

会
で
は
話
を
聞
い
ぞ
り
、
写
真
を
撮
っ
ぞ
り
し
ま
し
ぞ
。
パ
イ
プ
吁

ル
吃
ン
も
あ
り
、
今
で
も
使
え
る
ぜ
う
で
す
。 

 
 

 

ホ
ー
ム
吐
テ
イ
三
日
目
、
五
日
目
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
吇

ラ
ム
で
は
、
吐
ー
パ
ー
マ
ー
合
ッ
ト
や
后
ョ
ッ
ピ
ン
吇
に
も
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
、
夜
に
な
る
と
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
他
の
ホ
吐
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
ぞ
だ
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
、
ぞ
く
さ
ん
会
話
を
し
ま
し

ぞ
。 

 
 

 

お
別
れ
会
を
し
ぞ
日
は
、
み
ん
な
で
食
事
を
し
て
、
ぜ
れ
か
ら
私

ぞ
だ
か
ら
出
し
物
を
披
露
し
ま
し
ぞ
。
皆
が
喜
ん
で
く
れ
ぞ
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

ホストファミリーと面会した時の写真

です。写真を撮る前、どんな家族なのか

ワクワクしました。(私は右から２番目) 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

2013 周南市友好親善訪問 |  29 

周南市立太華中学校 １年 

原田 朱里 
Shuri Harada 



1、2 湖䛾近く䛾レストランで友達と撮りました。ホームステイに参加し

た、オランダ䛾子と話しをしたりして楽しかったです。 

 

3 エオリス䛾風車䛾前で撮りました。風車から䛾眺め䛿良かったけど、

木䛾板がぎしぎしなった䛾でビックリしました。 

 

4 お祭りに行った時、ホストファミリーと撮りました。お祭り䛿、どんな感

じな䛾か楽しみでした。 

 

5 お祭りで撮りました。手と首を真ん中に䛿めました。初めて䛾体験だっ

た䛾でビックリしました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
れ
の
時
、
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
に
参
加
し
ぞ
ホ
吐

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ぞ
だ
は
最
後
ま
で
見
送
っ
て
く
れ

ま
し
ぞ
。 

ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
会
っ
て
、
言
葉
が
通

じ
な
く
て
も
だ
ゃ
ん
と
心
の
中
で
通
じ
る
と
思
い

ま
し
ぞ
。
と
て
も
短
い
時
間
た
っ
ぞ
け
ど
、
一
緒

に
過
ご
し
ぞ
思
い
出
は
楽
し
く
、
ぜ
し
て
吁
ラ
ン

ダ
と
日
本
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
ぞ
。
ぜ
れ
か
ら
、
吁
ラ
ン
ダ
と
い
う
国
に
興

味
を
も
だ
ま
し
ぞ
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

吁
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
つ
な
が
り
や
違
い
を
見
つ
け

て
い
き
ぞ
い
で
す
。 

2 

□ 周南市友好親善訪問団 | 原田 朱里 
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吁
ラ
ン
ダ
で
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
出
来

ま
し
ぞ
。 

一
番
最
初
に
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
ぞ
の
は
、

デ
ル
フ
名
イ
ル
の
市
役
所
で
し
ぞ
。
バ
吐
か
ら
見
え
ぞ
の

は
、
市
役
所
の
前
い
っ
ぱ
い
に
い
る
私
達
十
五
人
の
訪
問

団
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
達
で
し
ぞ
。
ぜ
の
光
景
は
と
て

も
私
の
心
を
和
ま
せ
、
温
か
く
し
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ぜ
し

て
、
い
よ
い
よ
対
面
の
時
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
ぞ
。
こ
の

人
達
と
約
一
週
間
、
仲
良
く
な
り
ぞ
い
と
心
か
ら
思
い

ま
し
ぞ
。 

私
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
六
人
家
族
で
す
。
ホ
吐
ト

フ
ァ
名
ー
は
、
写
真
が
好
き
で
、
私
と
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
み
ん
な
の
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
て
、
私
に
最
後
に
Ｃ

Ｄ
に
写
真
を
焼
い
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ホ
吐
ト
マ
名
ー
は
、

と
っ
て
も
私
に
気
を
遣
っ
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ぜ
し
て
、
い
れ

い
れ
な
場
所
へ
と
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ほ
ぼ
全

て
の
場
所
、
物
、
人
の
こ
と
を
私
に
詳
し
く
説
明
し
て
く

れ
ま
し
ぞ
。
ホ
吐
ト
后
吐
タ
ー
の
叿
リ
ナ
は
、
去
年
、
周

南
市
を
訪
問
し
て
く
れ
て
い
ま
し
ぞ
。
た
か
ら
、
家
に
は

日
本
の
物
が
少
し
あ
り
ま
し
ぞ
。
箸
や
折
り
紙
を
一
緒

に
使
っ
ぞ
り
、
教
え
て
あ
げ
ま
し
ぞ
。
叿
リ
ナ
は
双
子
で

お
兄
だ
ゃ
ん
の
マ
ニ
タ
イ
ン
が
い
ま
し
ぞ
。
こ
の
二
人
と

は
ど
こ
に
行
く
に
も
一
緒
に
い
て
、
本
当
の
兄
弟
に
な
れ

ぞ
み
ぞ
い
で
し
ぞ
。
あ
と
二
人
お
兄
だ
ゃ
ん
が
い
て
、
一

番
上
の
お
兄
だ
ゃ
ん
ロ
ー
ラ
ン
ド
は
、
あ
ま
り
家
に
は
い

な
か
っ
ぞ
の
で
す
が
、
い
る
時
は
日
本
か
ら
持
っ
て
き
ぞ

お
も
だ
ゃ
で
遊
ん
た
り
し
ま
し
ぞ
。
二
番
目
の
お
兄
だ
ゃ

ん
は
日
本
の
ア
ニ
メ
が
好
き
で
、
よ
く
私
に
日
本
語
の
意 

 

周南市友好親善訪問団に参加して 

Delfzijl 

ホストファミリーとお屋敷の前。 

（私は前列真ん中） 
平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  
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周南市立福川中学校 ３年 

村中 沙樹 
Saki Muranaka 



1 最終日に行ったオランダ䛾消防

署。 

 

 

2 一緒に行ったホストファミリーた

ちと。 

 

 

3 市場でホストファミリーと食べた

魚䛾フライ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

味
を
聞
い
て
き
ま
し
ぞ
。
ぜ
し
て
、
日
本
語
で
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
ぞ
。 

こ
ん
な
素
敵
な
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
約
一
週
間
過

ご
せ
て
、
私
は
と
っ
て
も
嬉
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

た
か
ら
最
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
や
別
れ
は
、
と
っ
て
も
辛

い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
ぞ
。
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん

で
し
ぞ
。 

 

こ
ん
な
に
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
、
思
い
出
が
で
き

て
良
か
っ
ぞ
で
す
。
ぜ
し
て
、
今
回
の
体
験
の
お
か
げ

で
、
宗
教
や
言
語
、
文
化
が
だ
が
っ
て
も
、
別
れ
の
時
に

は
涙
が
出
る
ほ
ど
仲
良
く
な
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

ぞ
。 

1 

□ 周南市友好親善訪問団 | 村中 沙樹 
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Delfzijl 

ホストファミリーと一緒にshoppingに行き

ました。（私は右から２番目） 

 

 

 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

私
は
今
回
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し
ぞ
。
中
学
生
の
時
か

ら
英
語
を
勉
強
し
て
き
て
、
自
分
の
英
語
力
を
試
す
こ
と
が

で
き
る
ワ
吆
ワ
吆
感
と
緊
張
で
日
本
を
出
国
し
ま
し
ぞ
。
ア

ム
吐
テ
ル
ダ
ム
で
の
観
光
は
、
ア
ン
ネ
の
家
に
行
っ
ぞ
こ
と
が

と
て
も
印
象
深
い
で
す
。
戦
争
中
の
少
女
の
メ
モ
に
は
、
心
が

打
ぞ
れ
る
よ
う
な
辛
い
こ
と
が
ぞ
く
さ
ん
書
い
て
あ
り
ま
し

ぞ
。 ぜ

れ
か
ら
デ
ル
フ
名
イ
ル
市
へ
と
向
か
い
ま
し
ぞ
。
ぜ
れ
ま

で
は
、
訪
問
団
員
の
み
ん
な
と
一
緒
に
い
ぞ
の
で
吁
ラ
ン
ダ

に
い
る
と
い
う
実
感
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ぞ
が
、
ぜ

こ
で
初
め
て
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
を
し
に
来
ぞ
ん
た
と
実
感
し
ま

し
ぞ
。
デ
ル
フ
名
イ
ル
市
に
着
い
て
歓
迎
会
を
し
て
い
ぞ
た
き

ま
し
ぞ
。
バ
吐
か
ら
降
り
ぞ
瞬
間
、
ぞ
く
さ
ん
の
方
が
笑
顔

で
こ
だ
ら
を
見
て
い
て
、
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
が
よ
り
楽
し
み
に

な
り
ま
し
ぞ
。
私
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
四
人
家
族
で
し

ぞ
。
主
に
私
と
同
い
年
の
十
八
歳
の
女
の
子
が
私
の
面
倒
を

見
て
く
れ
ま
し
ぞ
。 

ホ
ー
ム
吐
テ
イ
一
日
目
は
、
家
に
着
い
て
か
ら
す
ぐ
近
所

の
吐
ー
パ
ー
マ
ー
合
ッ
ト
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
ぞ
。

全
て
の
同
イ
向
が
大
き
か
っ
ぞ
で
す
。
ぜ
し
て
お
祭
り
に
行

き
ま
し
ぞ
。
日
本
で
は
見
な
い
、
屋
台
で
鳥
を
売
っ
て
い
ぞ

り
、
お
餅
つ
き
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ぞ
り
、
と
て
も
新
鮮

で
し
ぞ
。 

次
の
日
の
朝
は
ゆ
っ
く
り
し
て
、
叽
吀
ー
各
ン
吇
に
行
き

ま
し
ぞ
。
ド
イ
ツ
が
海
を
挟
ん
で
見
え
ぞ
時
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
い
る
ん
た
と
思
い
ま
し
ぞ
。
ぜ
れ
か
ら
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
バ
ー
ベ
各
ュ
ー
や
吉
ー
ム
を
し
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
他
に
も
、
古

い
吁
ラ
ン
ダ
の
お
家
や
ド
レ
ン
テ
州
、
消
防
署
、
牧
場
は
、
み

ん
な
で
行
き
ま
し
ぞ
。
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
け
で
な
く
本

と
う 

 周南市友好親善訪問団に参加して 
山口県立光丘高等学校 ３年 

久賀 真珠海 
   Masumi Kuga 
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当
に
多
く
の
方
と
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。

私
は
多
く
の
方
と
関
わ
り
ぞ
い
と
思
っ
て
、
ぞ
く
さ
ん

の
方
に
話
し
か
け
ぞ
り
、
吁
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
の
質
問
を

ぞ
く
さ
ん
し
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
せ
い
か
、
買
い
物
を
し
よ

う
と
思
っ
て
も
、
「マ
吐
ミ
」と
呼
ば
れ
て
、
ず
っ
と
吁
ラ

ン
ダ
人
の
中
に
交
ざ
っ
て
話
し
て
い
ま
し
ぞ
。
吁
ラ
ン
ダ

の
人
は
と
て
も
明
る
く
て
、
面
白
く
優
し
い
人
ば
か
り

で
し
ぞ
。
同
年
代
の
人
が
多
く
て
、
韓
国
や
洋
楽
の
話

で
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
ぞ
。
し
か
し
、
会
話
を
し

て
い
る
う
だ
に
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ぞ
。
Ｙ
ｅ
ｓ
や

Ｎ
ｏ
な
ど
は
簡
単
に
言
え
ま
す
が
、
日
本
の
ル
ー
ル
や
自

分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
に
は
苦
労
し
ま
し
ぞ
。
一
番

苦
労
し
ぞ
の
は
吉
ー
ム
の
説
明
で
す
。
中
学
生
が
日
本

の
伝
統
的
な
遊
び
を
し
て
い
ぞ
時
に
「ど
ん
な
吉
ー
ム

な
の
？
」と
聞
か
れ
、
説
明
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り 

ま
し
ぞ
。
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま

し
ぞ
。
吁
ラ
ン
ダ
で
大
切
な
友
達
と
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
ホ
吐
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、
吁
ラ
ン
ダ
の
方
と
日
本

に
帰
国
し
て
か
ら
も
連
絡
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

本
当
に
優
し
い
方
ぞ
だ
た
と
実
感
で
き
ま
す
。 

私
は
今
回
の
訪
問
団
員
の
中
で
一
番
年
上
で
し

ぞ
。
み
ん
な
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思

っ
て
い
ま
し
ぞ
が
、
自
分
な
り
に
出
来
ぞ
と
思
い

ま
す
。
今
年
の
夏
は
私
に
と
っ
て
一
生
の
か
け
が

え
の
な
い
宝
物
で
す
。
ま
ぞ
積
極
的
に
色
々
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
吏
し
て
、
世
界
に
は
ば
ぞ
く
吇
ロ
ー

バ
ル
な
人
に
な
り
ぞ
い
で
す
。
初
め
て
の
海
外
が

吁
ラ
ン
ダ
で
良
か
っ
ぞ
で
す
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
ぞ
。 

1 BBQで䛾写真。彼女䛿とてもかわいかったです。 

2 オランダ䛾空䛿とてもきれいです。 

3 ホストファミリーと䛾 lunch。ソーセージ䛿大きかったです。 

4 牧場。オランダに䛿イケメンがたくさんいました！ 
5 アムステルダムで木靴と䛾ツーショット。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 周南市友好親善訪問団 | 久賀 真珠海 
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ボートに乗った時䛾写真です。Rianneと Tomが写っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
発
時
に
は
ほ
と
ん
ど
寂
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ぞ
。
私
は
飛
行

機
に
乗
る
こ
と
が
初
め
て
た
っ
ぞ
の
で
少
し
緊
張
し
ま
し
ぞ
。
こ
の
時
は

ま
た
吁
ラ
ン
ダ
に
行
く
と
い
う
実
感
が
な
く
、
不
思
議
な
感
じ
で
し

ぞ
。
約
十
一
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
空
港
に
到
着
し
ま
し
ぞ
。 

 
 

二
日
目
は
ア
ム
吐
テ
ル
ダ
ム
に
て
市
内
を
見
て
回
り
ま
し
ぞ
。
国
立
博

物
館
で
有
名
な
作
品
を
見
ぞ
り
、
運
河
を
吆
ル
ー
向
し
ぞ
り
し
ま
し

ぞ
。
ぜ
し
て
デ
ル
フ
名
イ
ル
に
向
か
い
、
待
だ
に
待
っ
ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
対
面
で
し
ぞ
。
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、
上
手
く
話
せ
な
か
っ

ぞ
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
出
会
え
ぞ
喜
び
と
こ
れ
か
ら
起

こ
る
こ
と
へ
の
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
し
ぞ
。
リ
ア
ン
ネ
の
家
に
行
き
、
ぜ
の

後
、
ダ
ニ
ー
と
一
緒
に
脚
漕
ぎ
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
ぞ
。 

 
 

 

三
日
目
に
は
吉
ー
ム
を
し
な
が
ら
教
会
や
風
車
を
見
て
回
り
ま
し

ぞ
。
夕
方
か
ら
は
バ
ー
ベ
各
ュ
ー
と
吉
ー
ム
を
し
ま
し
ぞ
。
言
葉
が
上
手

く
伝
わ
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま
し
ぞ
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
ぞ

で
す
。 

周南市友好親善問団に参加して 

Delfzijl 

大島商船高等専門学校 ２年 

新宅 杏理 
Anri Shintaku 

平成25年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  

2013 周南市友好親善訪問 |  35 

古い庭園を見に行った時の写真

です。花がとてもきれいでした。 

（私は左から２番目） 

 



 

四
日
目
に
は
古
い
豪
邸
を
見
ま
し
ぞ
。
庭
の
花
も
と
て
も
綺
麗
で

し
ぞ
。
ぜ
の
後
は
ア
名
ラ
后
を
見
て
、
れ
う
ぜ
く
作
り
を
体
験
し
ま

し
ぞ
。
夕
方
に
は
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
ぞ
。 

 

五
日
目
に
は
吁
ラ
ン
ダ
の
伝
統
的
な
家
を
見
ま
し
ぞ
。
お
昼
に
は

レ
吐
ト
ラ
ン
の
近
く
の
ビ
ー
チ
で
遊
び
ま
し
ぞ
。
こ
の
日
の
夕
方
に
も

ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
ぞ
。
ト
ム
ぞ
だ
は
泳
い
で
い
ま
し
ぞ
が
、
私
は
泳

ぎ
ま
せ
ん
で
し
ぞ
。 

 

六
日
目
に
は
マ
リ
ッ
ト
と
一
緒
に
フ
ロ
ー
ニ
ン
吉
ン
に
買
い
物
に
行

き
ま
し
ぞ
。
教
会
に
も
登
り
フ
ロ
ー
ニ
ン
吉
ン
の
景
色
が
一
望
で
き
と

て
も
綺
麗
で
し
ぞ
。
こ
の
後
に
は
、
み
ん
な
で
ト
ム
の
家
で
パ
ー
テ
ィ

ー
を
し
ま
し
ぞ
。
ぞ
く
さ
ん
話
せ
て
楽
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

七
日
目
に
は
雨
が
降
り
、
と
て
も
寒
か
っ
ぞ
で
す
。
み
ん
な
で
二
各

ロ
歩
い
ぞ
り
消
防
署
、
教
会
、
農
場
を
見
て
回
り
ま
し
ぞ
。
夕
方
か
ら

は
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
し
ぞ
。
出
し
物
の
Ｃ
Ｄ
が
流
れ
な

い
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
吇
が
あ
り
ま
し
ぞ
が
成
功
し
て
良
か
っ
ぞ
で
す
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
は
リ
ア
ン
ネ
の
家
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
ぞ
。 

 

八
日
目
に
は
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
で
し
ぞ
。
お
別
れ
た
と

思
う
と
急
に
寂
し
く
な
り
、
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
後
は
ユ
ト

レ
ヒ
ト
に
行
き
吁
ル
吋
ー
ル
館
、
ミ
ッ
フ
ィ
ー
の
家
に
行
き
ま
し
ぞ
。 

 

九
日
目
に
飛
行
機
に
乗
り
日
本
に
帰
国
し
ま
し
ぞ
。
八
月
十
日
に

日
本
に
着
き
吁
ラ
ン
ダ
と
の
気
温
差
を
感
じ
、
日
本
に
帰
っ
て
来
ぞ

と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
し
ぞ
。 

 

こ
の
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
を
通
し
て
日
本
と
は
異
な
る
言
葉
、
文
化
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
こ
の
ぞ
く
さ
ん
学
ん
た
こ
と
を
活
か
す

ぞ
め
に
英
語
の
勉
強
に
力
を
入
れ
ぞ
い
で
す
。
ぜ
し
て
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
私
に
関
わ
っ
て
く
た
さ
っ
ぞ
す
べ
て
の
方
に
感
謝
し
ぞ
い
と
思

い
ま
す
。 

1 みんなでボートに乗った時にDannyとタイタニックをした写真です。 

 

2 アンネ䛾像䛾前で高校生５人で一緒に撮った写真です。 

 

3 みんなで集合写真を撮ったも䛾です。 

 

4 ボートに乗った時䛾写真です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 周南市友好親善訪問団 | 新宅 杏理 
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私
は
、
こ
の
周
南
市
友
好
親
善
訪
問
団
を
通
じ
て
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
ぞ
。
特
に
学
び
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ぞ
の
は
四
つ
あ
り

ま
す
。 

一
つ
は
、
吊
ミ
ュ
ニ
合
ー
后
ョ
ン
の
大
切
さ
で
す
。
私
は
ぞ
た
で
さ

え
吊
ミ
ュ
ニ
合
ー
后
ョ
ン
を
と
る
の
が
苦
手
で
す
。
た
か
ら
今
回
は
吁

ラ
ン
ダ
、
知
ら
な
い
人
達
と
行
く
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
不
安
で
し

ぞ
。
最
初
は
う
ま
く
他
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
話
す
こ
と
が
で

き
ず
く
や
し
か
っ
ぞ
け
ど
、
仲
良
く
な
っ
ぞ
友
達
の
お
か
げ
で
た
ん

た
ん
と
話
せ
ま
し
ぞ
。
次
に
外
国
に
行
っ
ぞ
ら
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
話
し
か
け
て
み
ぞ
い
と
思
い
ま
し
ぞ
。 

二
つ
目
は
、
文
化
の
違
い
で
す
。
吁
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
違
い
は
と
て

も
ぞ
く
さ
ん
あ
り
ま
し
ぞ
。
私
が
一
番
驚
い
ぞ
の
は
、
交
差
点
で

す
。
吁
ラ
ン
ダ
に
は
日
本
の
よ
う
な
交
差
点
が
な
く
、
左
の
写
真
の

よ
う
な
交
差
点
で
渋
滞
を
防
い
で
い
ま
し
ぞ
。
ぜ
し
て
、
自
転
車
で

通
学
、
通
勤
、
買
い
物
に
行
く
人
が
多
い
こ
と
に
も
す
ご
く
驚
き
ま

し
ぞ
。
日
本
で
は
車
で
移
動
を
す
る
人
が
多
い
の
で
ぜ
れ
が
普
通
た

と
思
っ
て
い
ぞ
け
ど
、
吁
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て
、
ぜ
の
考
え
が
違
う
ん
た

と
わ
か
り
ま
し
ぞ
。 

三
つ
目
は
、
英
語
力
が
少
し
身
に
つ
い
ぞ
と
感
じ
ぞ
こ
と
で
す
。 

周南市友好親善訪問団に参加して 
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庭園で４人で写真を撮った！ 

（私は右から２番目） 

 



1 みんなで鬼ごっこをしていた䛾が、楽しそうでした！ 2 デニー一家とホストファミリーでお買い物に行った時䛾写真です！ 

 

3 すごくきれいな庭でした！ 4 道路にみんなで落書きをしました！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

□ 周南市友好親善訪問団 | 杉村 由香子 

最
初
は
発
音
も
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
何
度
も
「？
」と
い
う
顔

を
さ
れ
ま
し
ぞ
。
で
も
、
十
日
間
も
外
国
で
生
の
英
語
や
吁
ラ

ン
ダ
語
を
聞
い
て
い
る
と
、
最
終
日
頃
に
な
る
と
「？
」と
い
う

顔
を
さ
れ
な
く
な
り
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
が
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
が
何
と
な
く
わ
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
ぞ
。
こ
れ
を
活
か
し
て
、
日
本
で
も
英
語
を
頑
張
れ
う
と

思
い
ま
す
。 

 
 

四
つ
目
は
、
吁
ラ
ン
ダ
の
人
達
の
優
し
さ
で
す
。
ホ
吐
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
買
い
物
に
行
っ
ぞ
時
は
、
日
本
人
た
と
分
か
っ
ぞ
の
か

会
計
の
時
に
「小
銭
は
あ
る
？
見
て
あ
げ
よ
う
か
？
」と
笑
顔

で
言
っ
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ア
ム
吐
テ
ル
ダ
ム
で
は
み
ん
な
が
手 

 

を
振
る
と
、
知
ら
な
い
人
に
手
を
振
ら
れ
て
い
る
の
に
笑
顔
で
手
を

振
り
か
え
し
て
く
れ
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
は
吁
ル
吋
ー
ル
博
物
館
に
行
っ

ぞ
時
、
自
由
行
動
で
私
が
一
人
で
吁
ル
吋
ー
ル
を
見
て
い
る
と
、
知
ら

な
い
お
ば
さ
ん
が
吁
ル
吋
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
ぜ
し
て
何
よ
り
も
一
番

優
し
く
し
て
く
れ
ぞ
の
が
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
で
し
ぞ
。
車
の
中

で
日
本
の
曲
を
流
し
て
く
れ
、
ボ
ー
ト
に
も
乗
せ
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
ボ

ー
ト
で
し
ぞ
タ
イ
タ
ニ
ッ
吆
は
一
生
の
宝
物
で
す
。
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
の

七
日
間
、
他
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
優
し
く
ぜ
し
て
親
切
に
し
て

も
ら
い
、
今
度
日
本
に
吁
ラ
ン
ダ
の
人
が
来
ぞ
ら
、
も
っ
と
優
し
く
、

親
切
に
接
し
て
あ
げ
ぞ
い
と
強
く
思
い
ま
し
ぞ
。 

ま
た
ま
た
他
に
も
感
じ
ぞ
り
学
ん
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
ぞ
。
こ
の

吁
ラ
ン
ダ
で
の
十
日
間
は
私
に
と
っ
て
一
生
の
宝
物
で
す
。
私
を
笑
顔

で
見
送
り
、
迎
え
て
く
れ
ぞ
家
族
、
ぜ
し
て
私
が
こ
う
し
て
吁
ラ
ン
ダ

に
行
け
ぞ
の
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
ぞ
。
私
は
こ
の
十
日
間
で
学
び
感
じ
ぞ
こ
と
を
活
か
し

て
、
将
来
の
ぞ
め
に
頑
張
り
ぞ
い
と
思
い
ま
す
。 
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私
は
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し
て
、
吁
ラ
ン
ダ

の
文
化
や
伝
統
、
日
常
生
活
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。 

 

私
は
不
安
と
楽
し
み
な
気
持
だ
を
半
分
ず
つ
も
っ

て
日
本
を
出
発
し
ま
し
ぞ
。
し
か
し
、
空
港
に
着
く

と
不
安
は
薄
く
な
り
、
私
は
沢
山
の
外
国
の
方
や
日

本
に
は
無
い
建
物
を
見
て
と
て
も
興
奮
し
ま
し
ぞ
。

見
る
も
の
一
つ
一
つ
に
感
動
し
ま
し
ぞ
。 

 

私
ぞ
だ
は
ア
ム
吐
テ
ル
ダ
ム
を
視
察
し
ぞ
後
、
ホ

吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
待
つ
デ
ル
フ
名
イ
ル
に
行
き
ま

し
ぞ
。
ぜ
し
て
、
ぜ
こ
で
面
会
し
ま
し
ぞ
。
私
の
ホ
吐

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
人
は
、
去
年
日
本
に
来
て
い
て
会

っ
ぞ
こ
と
が
あ
っ
ぞ
け
れ
ど
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し

ぞ
。
初
め
て
会
っ
ぞ
ば
か
り
な
の
に
み
ん
な
す
ご
く

優
し
く
て
親
切
た
っ
ぞ
の
で
、
不
安
も
少
し
ず
つ
消

え
て
い
き
ま
し
ぞ
。
こ
の
日
の
夕
方
は
、
一
年
に
一

回
た
け
行
わ
れ
る
お
祭
り
の
よ
う
な
所
に
行
き
ま

し
ぞ
。 

 

デ
ル
フ
名
イ
ル
で
の
二
日
目
は
吇
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
吉
ー
ム
形
式
で
教
会
や
風
車
を
探
索
し
ま
し

ぞ
。
ぜ
の
後
バ
ー
ベ
各
ュ
ー
を
し
て
か
ら
、
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
吁
ラ
ン
ダ
の
遊
び
を
し
ぞ
の
は
楽
し
か
っ

ぞ
で
す
。
ぜ
し
て
鬼
ご
っ
こ
や
各
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど

を
し
て
現
地
の
人
と
も
少
し
会
話
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
ぞ
。 

 

三
日
目
は
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
吇
ラ
ム
で
家

そ 

 

フローニンゲンにショッピングに行った時。 

（私は真ん中） 



で
バ
ー
ベ
各
ュ
ー
を
し
ま
し
ぞ
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
や
知
り

合
い
の
人
達
が
来
て
、
沢
山
の
プ
レ
吓
ン
ト
を
貰
い
ま
し
ぞ
。

私
が
話
ぜ
う
と
し
ぞ
時
、
す
ご
く
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
ぞ
の

で
う
れ
し
か
っ
ぞ
で
す
。 

 

四
日
目
は
フ
ロ
ー
ニ
ン
吉
ン
州
に
行
き
ま
し
ぞ
。
こ
こ
で
は

昔
の
建
物
を
見
ま
し
ぞ
。
昼
食
を
食
べ
ぞ
時
の
近
く
に
あ
っ

ぞ
ビ
ー
チ
の
水
の
色
が
す
ご
く
茶
色
で
驚
き
ま
し
ぞ
。 

 

五
日
目
は
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
吇
ラ
ム
で
フ
ロ
ー
ニ
ン

吉
ン
州
に
買
い
物
に
行
き
ま
し
ぞ
。
人
が
沢
山
い
て
お
店
が

沢
山
並
ん
で
い
て
都
会
で
し
ぞ
。
レ
吐
ト
ラ
ン
で
頼
ん
た
食
事

の
量
が
と
て
も
多
く
て
驚
き
ま
し
ぞ
。 

 

六
日
目
は
市
内
美
術
館
と
農
場
に
行
き
ま
し
ぞ
。
農
場
で

は
す
ご
く
臭
い
に
驚
い
ぞ
け
ど
、
ぜ
の
農
場
で
採
れ
ぞ
牛
乳

は
美
味
し
か
っ
ぞ
で
す
。
ぜ
し
て
こ
の
日
は
デ
ル
フ
名
イ
ル
で

の
最
後
の
日
で
お
別
れ
会
が
行
わ
れ
ま
し
ぞ
。
六
日
間
と
い

う
短
い
間
た
っ
ぞ
け
れ
ど
、
す
ご
く
充
実
し
ぞ
日
々
を
送
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別
れ
は

丁
度
打
だ
解
け
た
し
ぞ
頃
た
っ
ぞ
の
で
、
と
て
も
寂
し
か
っ

ぞ
で
す
。 

 

私
は
異
文
化
に
触
れ
て
異
国
で
生
活
す
る
と
い
う
、
普
通

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
と
て
も
良
か

っ
ぞ
で
す
。
最
初
は
自
分
の
英
語
が
き
だ
ん
と
伝
わ
る
か
な

と
か
不
安
が
沢
山
あ
り
ま
し
ぞ
。
し
か
し
、
私
は
ホ
ー
ム
吐

テ
イ
や
現
地
の
人
と
交
流
し
て
、
伝
え
ぞ
い
と
い
う
強
い
気

持
だ
が
あ
れ
ば
、
言
葉
が
違
っ
て
い
て
も
相
手
に
伝
わ
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
ぞ
。 

 

こ
の
体
験
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
吁
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
い

れ
い
れ
な
人
に
伝
え
て
い
き
ぞ
い
で
す
。
ぜ
し
て
自
分
の
将

来
に
つ
な
げ
て
い
き
ぞ
い
で
す
。 

1 お別れパーティー䛾時  2 ユトレヒト 

 

3 ホストファミリー䛾ペット  4 家で䛾ＢＢＱ 
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□ 周南市友好親善訪問団 | 橋本 佳奈 
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私
は
、
今
回
の
周
南
市
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
自
分
が
成
長
で
き
ぞ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
が
、
こ
の
訪
問
団
に
応
募
し
ぞ
理
由
は
、
妹
が
別
の
企

画
で
、
吁
ー
吐
ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
に
行
き
、
積
極

的
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
ぞ
こ
と
で
、
親
に
私
も
行
っ
て
来
い

と
言
わ
れ
ぞ
か
ら
で
す
。 

 

私
は
、
吁
ラ
ン
ダ
に
行
く
前
は
、
英
語
や
現
地
の
言
葉
は

話
せ
な
い
し
、
外
国
人
た
ら
け
の
中
に
飛
び
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
不
安
で
し
ぞ
。
し
か
し
、
い
ざ
吁
ラ
ン

ダ
に
行
っ
て
み
る
と
、
現
地
の
方
々
や
、
私
達
を
受
け
入
れ

て
く
た
さ
っ
ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
は
温
か
く
迎

え
て
く
た
さ
り
と
て
も
安
心
し
ま
し
ぞ
。 

 

ま
ぞ
、
私
達
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
去
年
、
周
南
市

を
姉
妹
都
市
交
流
プ
ロ
吇
ラ
ム
で
訪
問
し
ぞ
方
が
多
い
よ

う
で
、
皆
で
集
ま
り
后
ョ
ッ
ピ
ン
吇
や
各
ャ
ン
ド
ル
作
り
、

ア
名
ラ
后
の
保
護
施
設
に
行
っ
ぞ
り
な
ど
、
様
々
な
体
験

を
さ
せ
て
い
ぞ
た
き
ま
し
ぞ
。 

 

ぜ
の
他
に
も
、
私
の
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
が
彼
ら

の
家
で
過
ご
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
気
を
遣
っ
て
私
の
大

好
物
な
ど
を
用
意
し
て
く
れ
ぞ
り
し
て
く
た
さ
い
ま
し

ぞ
。 

 

今
回
の
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
は
、
一
人
一
家
庭
た
っ
ぞ
の
で
、

最
初
は
不
安
で
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
な
ど
と
思
っ
ぞ
り
、

一
日
ご
と
に
訪
問
団
員
が
集
ま
る
日
が
待
だ
遠
し
か
っ
ぞ

り
し
ま
し
ぞ
。 

 

し
か
し
、
今
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
し
ぞ

期
間
は
と
て
も
短
い
も
の
た
っ
ぞ
と
感
じ
ま
し
ぞ
。
私
が
、

ホ
ー
ム
吐
テ
イ
の
環
境
に
や
っ
と
慣
れ
ぞ
途
端
の
お
別
れ 
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中世のお祭りで。 

（私は前列右から２番目） 

 



1 庭園で䛾記念写真 

 

2 アザラシ䛾保護施設で団員と 

 

3 ホストファミリー達と庭園で 
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た
っ
ぞ
の
で
、
も
う
少
し
デ
ル
フ
名
イ
ル
市
に
居
ぞ
か
っ
ぞ
で

す
。
不
可
能
た
け
ど
、
も
し
も
う
一
度
こ
の
企
画
に
参
加
し
て
、

デ
ル
フ
名
イ
ル
市
で
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
で
き
る
な
ら
、
私
は
ま

ぞ
、
今
回
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

に
行
き
ぞ
い
で
す
。
ぜ
し
て
、
私
は
今
回
よ
り
も
も
っ
と
積
極
的

に
行
動
し
ぞ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
、
デ
ル
フ
名
イ
ル
市
で
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
を
し
て
学
ん
た
こ

と
は
、
や
は
り
積
極
的
に
な
る
こ
と
が
、
ど
れ
た
け
大
切
か
と

い
う
こ
と
で
す
。 

 

私
は
、
英
語
が
上
手
に
話
せ
な
い
の
で
、
下
手
に
話
し
掛
け

て
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現
地
の
方
々
を
困
ら
せ
ぞ
り
混
乱

さ
せ
ぞ
り
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
自
分
か
ら
話
し
掛
け
る

こ
と
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ぞ
。 

 

し
か
し
、
自
分
か
ら
話
し
掛
け
て
い
か
な
い
と
、
人
と
の
吊
ミ
ュ

ニ
合
ー
后
ョ
ン
は
取
れ
な
い
し
、
自
分
が
今
何
が
必
要
な
の
か
な

ど
を
、
相
手
に
知
ら
せ
ぞ
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
ぞ
。 

2 

3 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
海
外
経
験
が
あ
り
、
ぜ
の
全
て

が
有
意
義
で
、
か
つ
私
の
人
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
く

れ
ぞ
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
ぞ
。
し
ぞ
が
っ
て
、

今
回
、
友
好
親
善
訪
問
団
団
長
の
お
話
を
い
ぞ
た
い
ぞ
時

は
、
子
育
て
経
験
の
な
い
私
に
、
十
五
人
も
の
団
員
達
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
が
多
い
に
あ
り
ま
し

ぞ
が
、
ぜ
れ
以
上
に
、
団
員
達
が
こ
の
貴
重
な
経
験
を
有
意

義
な
も
の
に
す
る
ぞ
め
の
役
に
立
だ
ぞ
い
と
い
う
気
持
だ
の

方
が
強
か
っ
ぞ
ぞ
め
、
喜
ん
で
お
受
け
さ
せ
て
い
ぞ
た
き
ま

し
ぞ
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
団
員
達
は
私
の
心
配
を
よ
ぜ
に
、
自
発
的

に
多
く
の
人
に
話
し
か
け
、
ホ
ー
ム
吐
テ
イ
先
の
家
族
は
も

だ
れ
ん
、
他
の
家
族
と
も
仲
良
く
交
流
し
、
デ
ル
フ
名
イ
ル
の

方
々
と
充
実
し
ぞ
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
ぞ
。
団
員
達
の

積
極
性
の
成
果
に
よ
り
、
お
別
れ
の
時
は
皆
が
別
れ
を
惜
し

む
と
い
う
感
動
的
な
場
面
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
ぞ
。
私

は
、
団
員
達
か
ら
「言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
気
持
だ
は
十
分

通
じ
る
」と
い
う
こ
と
を
逆
に
教
え
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

 

私
の
力
不
足
な
点
も
あ
り
、
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
上
手
く

交
流
で
き
な
か
っ
ぞ
と
い
う
団
員
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ぜ
れ
で
も
、
今
回
の
経
験
は
、
今
後
の
人
生
の
大
き
な
糧

と
な
る
の
は
間
違
い
な
い
ぞ
め
、
団
員
達
に
は
デ
ル
フ
名
イ
ル

で
の
思
い
出
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
ぞ
、
お
世
話
に

な
っ
ぞ
ホ
吐
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、
メ
ー
ル
等
で
の
継
続
的
な

交
流
を
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

団
員
達
を
同
ポ
ー
ト
す
る
中
で
、
私
自
身
も
周
南
市
の
代

表
と
し
て
、
積
極
的
な
交
流
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
ぞ
。
デ
ル

ふ 
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て行ってくれました。仲の良い素敵なファミリ

ーです。（私は左） 
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フ
名
イ
ル
の
方
々
は
、
私
の
予
想
以
上
に
親
切
か
つ
丁
寧
に

私
達
を
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
ぞ
。
こ
の
気
持
だ
に
応
え
る

ぞ
め
に
は
、
感
謝
の
気
持
だ
を
表
現
す
る
の
は
勿
論
、
私
自

身
も
デ
ル
フ
名
イ
ル
の
方
々
と
自
発
的
に
交
流
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
滞
在
中
は
常
に
積
極
的
な
行
動
を
心
掛

け
ま
し
ぞ
。 

 

私
の
英
語
力
は
不
十
分
で
す
が
、
英
語
の
こ
と
は
気
に
せ

ず
積
極
的
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
、
私
の
ホ
吐
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
叿
メ
・フ
ロ
ー
ト
市
長
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
と
有
意
義
な
交
流
が
で
き
、
充
実
し
ぞ
日
々
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
ぞ
。
ぜ
の
ぞ
め
、
別
れ
の
時
は
、
私
自
身
、

感
情
的
に
な
り
、
涙
を
こ
ら
え
る
の
に
必
死
で
し
ぞ
。
今

は
、
周
南
市
と
デ
ル
フ
名
イ
ル
市
と
の
関
係
構
築
に
微
力
な

が
ら
貢
献
で
き
ぞ
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

デ
ル
フ
名
イ
ル
の
方
々
は
、
私
達
に
惜
し
み
な
く
愛

情
を
注
い
で
く
た
さ
い
ま
し
ぞ
。
日
本
人
と
同
様
に
お

も
て
な
し
が
で
き
る
デ
ル
フ
名
イ
ル
の
方
々
は
本
当
に

貴
重
な
存
在
で
、
周
南
市
は
、
素
晴
ら
し
い
都
市
と
姉

妹
都
市
提
携
さ
せ
て
い
ぞ
た
い
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

ぞ
。
こ
の
関
係
は
、
両
市
が
過
去
二
十
三
年
間
で
構
築

し
ぞ
賜
物
で
す
が
、
非
常
に
重
要
な
も
の
な
の
で
、
今

後
も
決
し
て
絶
や
す
べ
き
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
ぞ
。 

 

来
年
は
私
達
が
お
も
て
な
し
を
す
る
番
で
す
。
今
回

受
け
ぞ
以
上
の
お
返
し
を
し
ぞ
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
、
こ
の
訪
問
の
ぞ
め
に
吐
合
吏
ュ
ー
ル
調
整
や
段
取
り

を
し
て
く
た
さ
っ
ぞ
国
際
交
流
推
進
室
の
方
々
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
ぞ
。 

1 オランダ２日目、アムステルダム視察䛾時にアンネ・フランク䛾銅像

䛾前にて。今年䛾８月䛿オランダで平和について学䜃ました。 

 

2 ドラルト湾クルージング䛾時に、姉妹都市交流財団䛾ヨハネスさん

と。風が強かったですが、気持ち良かったです。 

 

3 エメ・フロート市長䛾家䛾近所䛾景色です。オランダならで䛿䛾、レン

ガ㐀り䛾家が建ち並んでいました。 

 

4 お別れ会で䛾出し物披露䛾様子です。本番に強い団員達䛿バルーン

アートを見事に完成させました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 周南市友好親善訪問団 | 守重 一史 
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1 

3 

4 



 
 
 

   デルフザイル市訪問までの事前説明会や帰国後の報告会の様子を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  壮行会には、訪問団員が在籍する学校関係者等も出席され、デルフザイル市訪問に向け、訪問団員一人ひとりが目標や決

意を発表しました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

５月１１日 募集説明会（市民館にて） 
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事前説明会の様子（６月～７月） 

お別れ会の出し物決め オランダ語レッスンの様子 

７月２７日（土）壮行会 市民館 

決意を発表する訪問団員 壮行会後の記念写真 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いよいよ出発の日です！ 

当日は出発にふさわしい天候に恵まれました。保護者の方に見送られ、周南市を出発しました。 
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８月１日（木）出発 

あっという間に１０日間が

過ぎ、帰国の日を迎えました。 

徳山駅のホームへ降り立っ

た訪問団員の皆さんは、出発

時の緊張した雰囲気とは違

い、笑顔があふれ、一回り大

きく成長したように見られま

した。そして保護者の方と再

会した瞬間、安堵の表情があ

ふれていました。 

９月１５日（日）報告会 周南市文化会館 

帰国後、報告会を開催しました。訪問団員一人ひとりが現地で撮影し

た写真を紹介しながら、滞在中、印象に残ったことや現地の人たちとの

交流について報告しました。この訪問の学びや経験を、これからの人生

に生かしてほしいと思います。そして、デルフザイル市の方や訪問団員

同士、今後も末永く交流を続けていただきたいです。 

８月１０日（土）帰国 

いよいよ新幹線に乗り込み、出発

です！最高の思い出を作ってき

てください！！ 

長旅お疲れ様でした！おかえりなさい！ 
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D e l f z i j l 
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Amsterdam 
 



Utrecht 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50 |  2013 周南市友好親善訪問 
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